
観光客が乗ったバスを見かけたら、手を振って歓迎の気持ちを表しましょう
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平戸市役所はチャレンジ 25
キャンペーンに参加しています。
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◎9月末までの交通事故件数◎今月の表紙

◎9月末までの火災救急件数

◎人口の動き
■平戸市人口／34,555（－36）
　男性／16,156人（－9）
　女性／18,399人（－27）
■世帯数　14,383戸（－16）
※（　）は、前月との比較

平成25年10月1日現在

　オランダ王国ノールトワ
イケルハウト市姉妹都市交
流事業のレポートを第１期
に続き第２期も担当しまし
た。取材を通して、日蘭の
高校生が友情の絆を強くし
ていく姿を間近で目にする
ことができました。この交
流は子どもたちに限ったも
のではありません。保護者
のほかプログラムに携わっ
た多くの人へと広がりまし
た。きっとオランダ人の心
に響いたことでしょう。平
戸の「お・も・て・な・し」

　11月は「児童虐待防止推
進月間」です。全ての子ど
もには、家族や社会から愛
され、健やかに毎日を暮ら
す権利があります。しかし、
全国的に子どもへの虐待に
よる事件は後を絶たず、増
加傾向にあります。子ども
達が犠牲者となる状況を改
善するためには、早期発見
と早期対応が大切です。皆
さんの周りで「虐待かも？」
と思うようなことがあった
ら、早めの通告・ご相談を
よろしくお願いします。
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平戸市“おもてなし”宣言

10月3日、ライフカントリー
で開催された「第９回平戸市
小学校陸上競技大会」からの
一コマ。「走り幅跳び」には５
年生と６年生の男子と女子、
合わせて116人の児童が出場
しました。前へ、前へ。１cm
でも遠くへ。記録の更新を目
指して力いっぱい頑張る児童
の姿に、温かい声援が送られ
ました。

※（ 　）内は昨年同期

※（ 　）内は昨年同期

件　数
死　者
負傷者
（重傷）10人（軽傷）74人

（66件）
（０人）
（88人）

65件
０人
84人

火災
救急

14件）
1,246件（1,240件）
　19件（

種　目

お問い合わせ・申込み
たびら中瀬草原クロスカントリー大会実行委員会
（教委田平分室内)Tel 57‐0207　Fax 57‐2557

　申込書に必要事項を記入の上、参加料を添えてお
申し込みください。申込書は、生涯学習課、教育委
員会各分室、各公民館に備えています。

■一般・壮年・ファミリー１組　1,500円■一般・壮年・ファミリー１組　1,500円
■高校生　800円　■小・中学生　500円■高校生　800円　■小・中学生　500円
■一般・壮年・ファミリー１組　1,500円
■高校生　800円　■小・中学生　500円
■一般・壮年・ファミリー１組　1,500円
■高校生　800円　■小・中学生　500円

種　目

お問い合わせ・申込み

■1.0Km　ファミリー（幼児～小学３年生）■1.0Km　ファミリー（幼児～小学３年生）
■1.5Km　小学４･５･６年男子・女子■1.5Km　小学４･５･６年男子・女子
■2.0Km　中学女子、壮年女子（40歳以上）■2.0Km　中学女子、壮年女子（40歳以上）
■3.0Km　中学１年男子、中学２・３年男子、高校女■3.0Km　中学１年男子、中学２・３年男子、高校女
　　　　　子、一般女子、壮年男子（40歳以上）　　　　　子、一般女子、壮年男子（40歳以上）
■5.0Km　高校男子、一般男子　■5.0Km　高校男子、一般男子　

■1.0Km　ファミリー（幼児～小学３年生）
■1.5Km　小学４･５･６年男子・女子
■2.0Km　中学女子、壮年女子（40歳以上）
■3.0Km　中学１年男子、中学２・３年男子、高校女
　　　　　子、一般女子、壮年男子（40歳以上）
■5.0Km　高校男子、一般男子　

参加料

申込方法
　申込書に必要事項を記入の上、参加料を添えてお
申し込みください。申込書は、生涯学習課、教育委
員会各分室、各公民館に備えています。

申込方法
　申込書に必要事項を記入　申込書に必要事項を記入の上の上、参加料を添えてお、参加料を添えてお
申し込みください。申込書は、生涯学習課、教育委申し込みください。申込書は、生涯学習課、教育委
員会各分室、各公民館に備えています。員会各分室、各公民館に備えています。

　申込書に必要事項を記入の上、参加料を添えてお
申し込みください。申込書は、生涯学習課、教育委
員会各分室、各公民館に備えています。

申込締切日　11月15日（金）必着

1212月８日12月８日日
受　付／午前８時～受　付／午前８時～
開　会／午前９時～（クラス別にスタート）開　会／午前９時～（クラス別にスタート）
ところ／中瀬草原（田平町大久保免）ところ／中瀬草原（田平町大久保免）

受　付／午前８時～
開　会／午前９時～（クラス別にスタート）
ところ／中瀬草原（田平町大久保免）

第16回 たびら中瀬草原クロスカントリー大会第16回 たびら中瀬草原クロスカントリー大会第16回 たびら中瀬草原クロスカントリー大会第16回 たびら中瀬草原クロスカントリー大会第16回 たびら中瀬草原クロスカントリー大会
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知っていますか？平戸市の財政状況 決算報告

一般会計収入

一般会計支出

平成23年度から1億6,854万円、0.7%減少

市税
27億1,685万円
（10.9 ％）

繰越金　
　5億6,465万円（2.3％）

地方交付税
110億141万円 
（44.1％）

国庫支出金
29億6,668万円
（11.9％）

市債
34億8,450万円
（14.0%）

県支出金
23億7,995万円
（9.6%）

地方消費税交付金など
　　6億3,952万円（2.4%）

使用料・手数料など
　11億8,602万円（4.8％）

249億
3,958万円

収入合計

依
存財源計（82.0％

）

自主財源計（18.0％）

公債費
44億8,416万円
（18.2%）

総務費
23億5,075万円
（9.5%）

民生費
57億6,116万円
（23.4%）

衛生費
27億3,219万円
（11.1%）

土木費
18億8,330万円
（7.6%）

消防費
14億3,186万円（5.8%）

災害復旧費
7億1,297万円（2.9%）

農林水産業費
16億4,589万円（6.7%）

商工費
5億2,897万円（2.2%）

その他
2億9,604万円（1.2%）

教育費
28億869万円
（11.4%）

246億
3,598万円

支出合計

◎収入の内訳グラフ

　市では、毎年２回「市の財政状況」を公表しています。
　今回は、平成24年度の決算の概要と平成25年度予算の上半期の執行状況に
ついてお知らせします。

■お問い合わせ　財政課財政班　☎内線2354

平戸市の財政状況平戸市の財政状況平戸市の財政状況
平成24年度の決算状況についてお知らせします。知っていますか？

決 算 報 告

　 平成24年度の一般会計の決算額
は、歳入が249億3,958万円、歳出
が246億3,598万円となり、平成
25年度への繰越事業の財源を差し
引いた実質収支は、1億526万円の
黒字となりました。

　歳入は、平成23年度と比較すると、
公共施設の整備などのための市債や、
繰上償還のための減債基金の取り崩
しなど繰入金が増加しましたが、平
成23年度までの産炭助成金や臨時
交付金の減少などにより、総額で4
億2,958万円、率で1.7％の減とな
りました。歳入歳出のうち、市税や
使用料など市で賄える「自主財源」の
割合は、18.0％でした。

市の自主財源は18.0％

1億526万円の黒字決算

主要
事業

市民一人あたり

7070万7,4837,483円70万7,483円を支出
※平成25年3月31日現在人口34,822人で計算

鄭成功生家再現整備事業

事業費　1億1,316万円事業費　1,507万円 事業費　10億8,881万円

農山漁村活性化プロジェクト交付金事業 小中学校施設整備事業

　歳出では、平成23年度と比較す
ると繰上償還による公債費および災
害復旧事業費が増加しましたが、産
炭助成金を活用した普通建設事業費
や積立金などの減少により、総額で
1億6,854万円、率で0.7％の減とな
りました。また、平成19年度から
実施している繰上償還は、過去最大
規模となる14億7,158万円を行い、
将来の負担軽減を図りました。

区　分 金　額
■市税の内訳

市 民 税
固定資産税
軽自動車税
市たばこ税
都市計画税
入 湯 税

10億7,619万円
12億5,619万円

9,075万円
2億1,521万円
5,079万円
2,772万円

27億1,685万円

■目的税の使いみち
都市計画税

街路整備（亀岡循環線）
市債償還（都市計画関係）

道路新設改良事業
防災行政無線施設整備事業
まちづくり総合整備事業
漁港施設整備事業

7億6,497万円
5億8,855万円
3億8,138万円
3億2,817万円

2億   146万円
1億2,181万円
1億2,041万円
7,651万円

ストックヤード整備事業
鳥獣被害防止総合対策事業
公営住宅整備事業
消防庁舎整備事業

316万円
4,763万円
5,079万円

決算額区　　　分

事　　業　　名

区　　　分 平成23年度 平成24年度

事　業　費 事　　業　　名 事　業　費
合　　　計

入湯税

環 境 衛 生 施 設 整 備
鉱泉源の保護管理施設整備
消 防 施 設 等 整 備
観 光 施 設 整 備
観 光 振 興

決算額区　　　分

合　　　計

326万円
494万円
43万円
76万円

1,833万円
2,772万円

◎支出の性質別内訳グラフ

◎支出の目的別内訳グラフ

■市民1人あたりの負担とサービスなど

◎決算の状況（一般会計）

収 入 総 額

支 出 総 額

差 引 額

翌年度繰越額

実 質 収 支

253億6,916万円

248億   452万円

5億6,464万円

1億2,818万円

4億3,646万円

区　分 平成23年度

249億3,958万円

246億3,598万円

3億   360万円

1億9,834万円

1億   526万円

平成24年度

△4億2,958万円

△1億6,854万円

△2億6,104万円

7,016万円

△3億3,120万円

対前年度増減額

◎

公債費
44億8,416万円
（18.2%）

人件費
37億734万円
（15.1%）

扶助費
35億9,339万円
（14.6 %）

補助費等
28億1,342万円
（11.4%）

物件費
23億6,303万円
（9.6%）

積立金　
2億4,245万円（1.0%）

繰出金
15億2,103万円
（6.2%）

投資および出資金・貸付金　1億7,865万円（0.7%）

維持補修費　1億8,271万円（0.7%）

普通建設事業費
48億3,683万円
（19.6%）災害復旧事業費

7億1,297万円
（2.9%）

246億
3,598万円

支出合計

投
資
的

経費（22.5％）

任
意
的
経
費（

29
.6％
） 義務的経

費（
47.9％

）

平戸中学校平戸中学校菌床しいたけ生産施設（東中山町）菌床しいたけ生産施設（東中山町） 平戸中学校菌床しいたけ生産施設（東中山町）鄭成功記念館鄭成功記念館鄭成功記念館

市民１人が負担したお金（市税）

市から受けた公共サービス（支出合計）

貯金現在高（基金）

借金現在高（市債）

7万8,021円

70万7,483円

20万2,218円
70億4,162万円

81万1,356円
282億5,303万円

7万8,510円

70万1,386円

20万2,770円
71億7,095万円

81万5,373円
288億3,567万円

※

※

負担したお金（市税）と、市からの公共サービスとの差額には、国や県から
の支出金収入など税以外の収入が充てられています。
貯金現在高（基金）と借金現在高（市債）の下段の数字は決算額。

合　 計
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区　分 面積・金額

◎企業会計

◎財産の状況

土 地

建 物

有価証券

基 金

債 権

出 資 金

出 捐 金

982万2,278㎡

25万1,922㎡

1,355万円

85億7,019万円

4億1,490万円

6,468万円

1億　  44万円

水道事業

病院事業

交通船事業

収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支
収益的収支
資本的収支

区　分 予算現額 収入済額 支出済額

2億2,313万円
1億4,372万円
9億9,418万円
5,985万円
7,278万円
1,263万円

8億7,803万円
4億3,454万円
23億9,100万円
4億3,202万円
1億8,446万円
2,535万円

3億5,654万円
5,040万円

8億8,524万円
6,654万円
6,752万円
0万円

◎市債の残高
　（市民1人当たり101万3,190円）

◎一時借入金の状況
　平成25年９月30日現在は、
ありませんでした。

一般会計

水道事業 

病院事業

交通船事業 

国民健康保険（直診勘定）

農業集落排水事業

電気事業

合　計 

区　分 残　高

270億2,939万円

62億1,553万円

15億2,408万円

1億    861万円

2,224万円

9,905万円

1,190万円

350億1,080万円

予算現額 収入済額 予算現額 支出済額

国民健康保険（事業勘定）
国民健康保険（度島直診勘定）
国民健康保険（大島直診勘定）
後期高齢者医療
介護保険（保険事業勘定）
介護保険（サービス事業勘定）
農業集落排水事業
宅地開発事業
あづち大島いさりびの里事業
電気事業
給与管理

区　分 予算現額 収入済額 支出済額

21億6,739万円
971万円
2,568万円

1億2,521万円
15億6,464万円

1,318万円
536万円
26万円
762万円
819万円

16億3,122万円

◎一般会計（収入）

◎特別会計

◎一般会計（支出）

市 税
地 方 交 付 税
分担金・負担金
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
繰 入 金
市 債
そ の 他
収 入 合 計

26億6,174万円
102億5,654万円
2億8,194万円
29億5,319万円
24億4,767万円
7億4,861万円
29億8,010万円
12億3,579万円
235億 6,558万円

9億8,064万円
70億1,819万円
1億1,087万円
9億6,379万円
1億5,260万円

0万円
0万円

5億4,866万円
97億7,475万円

24億3,654万円
60億7,671万円
27億8,523万円
18億6,757万円
19億3,653万円
24億3,140万円
36億　716万円
24億2,444万円
235億6,558万円

5億6,730万円
20億7,136万円
10億9,961万円
2億    351万円
1億    393万円
5億3,760万円
14億1,439万円
5億2,174万円
65億1,944万円

総 務 費
民 生 費
衛 生 費
農林水産業費
土 木 費
教 育 費
公 債 費
そ の 他
支 出 合 計

54億7,165万円
1億8,145万円
1億3,029万円
4億    721万円
39億9,557万円

2,903万円
1,437万円
800万円
1,341万円
2,181万円

34億6,480万円

21億5,574万円
1,007万円
2,491万円

1億2,064万円
15億5,946万円

1,009万円
78万円
0万円
0万円

990万円
0万円

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
中

区　分区　分

ー
平
成
平
成
2525
年
度
上
半
期（
４
月
〜
９
月
）の
収
入
お
よ
び
支
出
の
状
況
ー

年
度
上
半
期（
４
月
〜
９
月
）の
収
入
お
よ
び
支
出
の
状
況
ー

ー
平
成
25
年
度
上
半
期（
４
月
〜
９
月
）の
収
入
お
よ
び
支
出
の
状
況
ー

（
平
（
平
成
2525
年
９
年
９
月
30
日
現
在
）

日
現
在
）

（
平
成
25
年
９
月
30
日
現
在
）

財政
指標

執行
状況

知っていますか？平戸市の財政状況知っていますか？平戸市の財政状況 特別会計･企業会計決算報告／財政指標執行状況

市債残高（全会計）

すべてにおいて判断基準内の財政状況

市債残高は9億2千万円減少

■市債残高の推移のグラフ チェックチェックチェックチェックチェックチェックチェック

実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

健全化判断比率

一般会計などの赤字から財政運営の深刻度を見る指標
すべての会計の赤字から財政運営の深刻度を見る指標
借金の返済額の大きさから資金繰りの危険度を見る指標
市が抱える負債の残高から将来の財政への圧迫度を見る指標

－
－

12.6%
74.9%

平成
23年度説　　　明

－
－

11.3%
56.5%

平成
24年度

国 の基 準
早期健全化基準
（イエローカード）
12.92%
17.92%
25.0%
350.0%

財政再生基準
（レッドカード）
20.00%
30.00%
35.0%

国の基 準

※「実質赤字比率」及び「連結実質赤字比率」は、赤字が生じていないため「－」と表示しています。

資金不足比率 公営企業の資金不足割合から
経営状況の深刻度を見る指標 － －

平成
23年度説　　　明

平成
24年度

20.00%

※いずれの会計も資金不足が生じていないため「－」と表示しています。

対象会計
経営健全化基準（イエローカード）

水道事業・病院事業・
交通船事業ほか

健全化判断比率と
資金不足比率

特別
会計

企業
会計

※特別会計とは･･･
　国民健康保険は国民健康保険税
で、介護保険は介護保険料でといっ
たように、特定の収入で特定の支
出を賄う仕事をまとめた会計です。

※企業会計とは…
　民間企業と同じようにその仕事
自体に収益があり、その収益で支
出を賄う仕事をまとめた会計です。

交
通
船
事
業

病
院
事
業

収　入
支　出

収　入
支　出

8億5,611万円
8億4,404万円

2億2,199万円
4億4,559万円

収　入
支　出

収　入
支　出

1億8,636万円
1億8,636万円

0万円
2,501万円

収益的
収支

資本的
収支

収益的
収支

資本的
収支

収　入
支　出

収　入
支　出

23億4,631万円
22億4,306万円

1億6,593万円
2億2,364万円

水
道
事
業

収益的
収支

資本的
収支

国民健康保険
（事業勘定）
国民健康保険
（度島直診勘定）

国民健康保険
（大島直診勘定）

後期高齢者医療

介護保険
（保険事業勘定）
介護保険
（サービス事業勘定）
農業集落排水事業

宅地開発事業

あづち大島
いさりびの里事業
電気事業

給与管理

55億1,160万円

6,946万円

1億1,920万円

4億    257万円

37億4,376万円

2,800万円

1,339万円

1,073万円

1,113万円

1,939万円
34億    788万円

53億4,858万円

6,946万円

1億1,920万円

4億　  31万円

37億2,949万円

2,800万円

1,339万円

1,072万円

1,113万円

1,939万円
34億    788万円

歳　出歳　入区　分

　市の借入金である市債は、大型
事業の実施などに伴い、発行額が
平成23年度より増加したものの、
繰上償還を行い残高の縮減に努め
ました。その結果、一般会計では
平成23年度から5億8,264万円減
少し、企業会計などを含めた全会
計でみると9億2,287万円減少して
います。今後もさらなる財政の健全
化に努め、将来の公債費負担の軽
減を図ります。

　平成19年に制定された「地方公共団体の財政の
健全化に関する法律（財政健全化法）」により、毎年度、健全化判断比率な
どを算定し、議会に報告するとともに市民の皆さんに公表しています。平成
24年度決算に基づく平成25年度の比率（指標）は、平成23年度と同様にい
ずれも国の基準（イエローカードとされる早期健全化基準）を下回り、財政状
況は、おおむね健全であるといえます。各指標の改善は、平成19年度から
実施している借入金（市債）の繰上償還によるところが大きいため、今後も行
財政改革の取り組みを継続し、引き続き健全な財政運営に努めます。※平成25年9月30日現在人口34,555人で計算

（年度）

（単位：億円）



「
市
民
が
主
役
」
の
ま
ち
づ
く
り

本
物
の
平
戸
の
魅
力
を
世
界
に
Ｐ
Ｒ

交
流
人
口
の
拡
大
で
活
性
化
を

国
体
や
世
界
遺
産
に
全
力
傾
注

市
民
と
市
長
・
行
政
の
役
割

「
感
動
都
市
・
平
戸
」
を

　
　
　
　

魅
力
あ
る
舞
台
へ

「
さ
ら
に
前
へ
！
」
の
市
政
を

　
　

平
戸
市
長　

黒
田　

成
彦
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第
２
ス
テ
ー
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始
動

　

第
２
ス
テ
ー
ジ
始
動

黒
田
市
政

　

第
２
ス
テ
ー
ジ
始
動

黒田市政  第２ステージ始動

　　

こ
の
た
び
の
市
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

２
期
目
の
当
選
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
さ
ま
に
改
め
て
心
か
ら
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
無
投
票
再
選
」と
い
う
結
果
に
な
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
も
４
年
間
、「
ふ
る
さ
と

平
戸
の
活
性
化
を
実
現
し
て
ほ
し
い
」と

い
う
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
お
応
え

す
べ
く
強
い
使
命
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん

で
き
た
数
々
の
事
業
の
成
果
と
、
今
後

「
さ
ら
に
前
へ
！
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
新
し

い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
平
戸
市
の
将
来
確

立
に
尽
力
せ
よ
と
の
ご
信
託
を
い
た
だ
い

た
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
責
任
の
重

さ
を
感
じ
な
が
ら
、
い
ま
私
は
新
た
な
る

決
意
を
も
っ
て
、
一
段
と
気
を
引
き
締
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　　

私
は
、
政
策
公
約
の
柱
の
一
つ
に「『
市

民
が
主
役
、
行
政
は
脇
役
』に
よ
る
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
」を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
ま
さ
に
今
ま
で
以
上
の
官
民
協
働

の
理
念
と
地
域
の
自
立
を
促
す
も
の
で
あ

り
、
す
で
に
そ
の
実
績
の
一
つ
と
し
て
複

数
の
大
学
と
の
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し

て
、「
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
第
三
者
の
視

点
」を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
注
ぎ
込
み
、
交

流
人
口
の
増
大
や
伝
統
文
化
の
継
承
活
動

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
相
乗

効
果
を
導
き
出
せ
る
よ
う
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
の
柱
に「『
本
物
の
平

戸
』は
世
代
を
超
え
世
界
を
魅
了
す
る
」

と
大
胆
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
ま
し
た
。

こ
れ
は
決
し
て
自
己
を
鼓
舞
す
る
た
め
の

誇
張
し
た
掛
け
声
で
は
な
く
、
実
際
に
都

市
圏
に
お
住
い
の
方
々
や
、
全
国
各
地
に

存
在
す
る
企
業
の
皆
さ
ま
か
ら
直
接
ま
た

は
間
接
的
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
る
正

当
な
評
価
に
よ
る
事
実
で
す
。

　

こ
う
し
た
賞
賛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
あ
り

が
た
く
受
け
止
め
な
が
ら
、
私
た
ち
は
今

一
度
、
地
域
の
魅
力
や
可
能
性
を
磨
き
上

げ
、
こ
れ
ま
で
の「
実
践
・
実
績
」を
確
か

な「
実
感
」へ
と
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
林
水
産
業
や
観
光
産
業
、
そ
し
て
文

化
継
承
事
業
な
ど
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
、

担
い
手
確
保
も
含
め
た
高
次
元
の「
地
域

お
こ
し
産
業
」と
し
て
位
置
づ
け
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
家

族
経
営
形
態
で
あ
っ
た
農
業
・
漁
業
を
、

共
同
経
営
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
グ
ル
ー
プ

や
二
次
加
工
な
ど
に
取
り
組
む
グ
ル
ー
プ

を
積
極
支
援
す
る
こ
と
で
雇
用
機
会
の
拡

大
を
図
り
ま
す
。
そ
し
て
、
平
戸
瀬
戸
市

場
を
中
核
と
し
て
市
内
各
地
区
に
点
在
す

る
産
直
市
場
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

よ
り
厚
み
の
あ
る
物
産
戦
略
を
展
開
す
る

こ
と
が
で
き
、
世
界
に
通
用
す
る「
平
戸

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
」に
磨
き
を
か
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
主
体
と
な
る
人
材
育

成
に
つ
い
て
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
地
域

に
貢
献
で
き
る
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

伸
び
伸
び
と
育
て
や
す
い
環
境
を
整
え
、

ま
た
、
老
後
も
安
心
し
て
過
ご
し
て
い
た

だ
け
る
思
い
や
り
の
あ
る
社
会
の
形
成
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
市
民
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
自
ら

の
可
能
性
や
参
加
意
欲
を
し
っ
か
り
と
満

た
す
こ
と
の
で
き
る
職
能
発
揮
機
会
を
創

出
し
、
文
字
通
り「
支
え
あ
う
社
会
」の

確
立
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

全
国
的
に
過
疎
化
に
よ
る
人
口
減
少
が

深
刻
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
交
流

人
口
を
増
や
す
こ
と
で
地
域
に
お
け
る
経

済
活
性
化
を
促
し
、
平
戸
の
魅
力
を
内
外

に
積
極
的
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
幅
広
い

「
平
戸
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
か
ら
は
ま
さ
に
平
戸
を
舞
台
に

多
く
の
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

と
り
わ
け
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
に

つ
き
ま
し
て
は
、
相
撲
競
技
と
軟
式
野
球

競
技
を
本
市
で
開
催
す
る
こ
と
が
実
現
で

き
、
多
彩
な
関
係
者
の
皆
さ
ま
を
多
く
お

迎
え
し
て
、
万
全
の
態
勢
で
成
功
に
導
く

こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
、
今
さ
ら
な
が
ら

や
る
気
が
み
な
ぎ
る
思
い
が
い
た
し
ま
す
。

　

先
の
東
京
国
体
で
、
相
撲
は
団
体
優
勝
、

軟
式
野
球
は
全
国
２
位
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ

素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き

て
い
ま
す
。
長
崎
が
ん
ば
ら
ん
ば
国
体
で

は
、
多
く
の
県
民
は
も
と
よ
り
全
国
で
も

注
目
さ
れ
る
競
技
種
目
と
し
て
市
民
の
総

力
を
結
集
し
て
、
国
体
史
上「
思
い
出
に

残
る
平
戸
大
会
」と
し
て
輝
か
し
い
成
果

を
収
め
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、「
長
崎
の
教
会
群
と
カ
ト
リ
ッ

ク
関
連
遺
産
」の
世
界
遺
産
登
録
に
つ
い

て
も
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祝 100歳

歴史と自然いっぱいの
コースを歩きました

　９月21日、22日の両日、「第
７回ひらどツーデーウォーク
2013」が開催されました。１日
目は平戸と田平に、２日目は生
月に３kmから30kmまでの全
８コースとエコ・トレッキング
７コースが設けられ、1,906人
が参加し完歩を目指して秋の平
戸路を歩きました。出発式では、
地元中学生などが元気よく頑張
ろうコールをし、田平権現太鼓
や生月勇魚捕唄保存会ジュニア
による勇壮な太鼓の演奏で参加
者を見送りました。参加者から
は「自然いっぱいのコースや、
おもてなしが良かったです。ま
た機会があれば参加したいで
す」という声もありました。
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　９月21日、22日の両日、平戸港交流広場で「平
戸“新あご”祭り」が開催されました。会場では、
塩あごなどの販売のほか、あごだし麺料理やあ
ごだし卵焼き、あごのすり身揚げなどの出店が
あり、皆さんは、あご独特の風味と上品でコク
のある味を満喫していました。また、今回特別
メニューとして限定60食用意されたアワビや
ウチワエビなどが入った「海鮮ざんまい豪快あ
ごだしラーメン」は、その見た目の豪快さとあ
ごだしのうまみたっぷりのスープの味わいで、
食べた人をうならせていました。

焼あごの香ばしいにおいが漂う平戸の秋の風物詩

　９月21日、平戸文化センターで「第４回平戸
民俗芸能祭」が開催されました。祭りでは、国
指定重要無形民俗文化財「平戸のジャンガラ」や、
市指定無形民俗文化財「生月勇魚捕唄」、「獅子
の須古踊り」、「的山流儀」が披露されたほか、
特別出演で長崎市野母町の国選択無形民俗文化
財「野母の盆踊」も披露され、観客の皆さんは、
各地域に古くから伝わる伝統芸能をじっくりと
鑑賞しました。また、この日はひらどツーデー
ウォークも開催されており、参加者が次々と足
を止め、見入る姿が多く見られました。

秋空の下　芸術の秋を満喫

料理上手な米倉さん　祝100歳

　10月２日、崎方町の米倉　さんが100歳のお
誕生日を迎えられ、同月11日に黒田市長が入院
先の明星会病院を訪れ、花束と記念品を贈り長
寿を祝いました。５人の子どもに恵まれ、子育
てで多忙な日々を送られた米倉さん。料理がと
ても上手で、子どもが小さい頃は、お団子やお
はぎ、５月の節句には必ずおいしい柏もちを
作ってくれていたそうです。今は友人がみんな
亡くなってしまい、寂しいと子どもたちに話さ
れるそうですが、お祝い式には、にこやかな顔
で出席されました。

　10月３日、田平町の鴨川シヅヨさんが100
歳のお誕生日を迎えられ、同月11日に黒田市
長が入院先の明星会病院を訪れ、花束と記念品
を贈り長寿を祝いました。３姉妹に恵まれ、子
どもたちが驚くようなアイデア料理を作ってく
れていた鴨川さん。97歳で明星会病院に入院
するまでは、料理好きが高じて、近所の人に料
理を振る舞ったり、自分より年下の人のお世話
をするなど、とても元気なおばあちゃんと評判
でした。現在は、車椅子でのリハビリに日々励
んでおられるそうです。

面倒見が良く、料理上手な鴨川さん祝100歳

　10月10日、根獅子町の松山ギンさんが100
歳のお誕生日を迎えられ、同月11日に黒田市
長が入院先の平戸市民病院を訪れ、花束と記念
品を贈り長寿を祝いました。松山さんは、料理
や機織りが得意で、子どものために着物やジャ
ンガラの浴衣などを手作りしていたそうです。
また、地域では婦人会長を25年間務め、民生
委員もされるなど、積極的に地域に貢献する活
発な女性でした。お祝い式では、子どもや孫な
どたくさんの人に祝福され、うれしそうにされ
ていました。

家族・地域のために頑張った松山さん祝100歳

　10月15日、野子町の宮田ミヤさんが100歳
のお誕生日を迎えられ、同月23日に黒田市長
が自宅を訪れ、花束と記念品を贈り長寿を祝い
ました。宮田さんは、８人の子どもに恵まれ、
長男に子どもが生まれてからは、孫の面倒をみ
てくれる優しいおばあちゃんでした。70歳か
ら85歳まではゲートボールを楽しみ、大きな
病気をすることもなく現在も元気に過ごされて
います。宮田家は５世代同居の大家族で、宮田
さんは家族から、「部屋ばあちゃん」と呼ばれて
いるそうです。

５世代同居、玄孫と一緒に宮田さん祝100歳
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大学と連携して行政や地域課題の解決を図ります

　９月20日、市役所で「平戸市・長崎県立大学・
長崎国際大学との協定書」締結式が行われまし
た。この協定は、本市が抱える行政や地域の課
題の解決を図ること、地域に根ざした学生の育
成を目的としたもので長崎県立大学と長崎国際
大学（ともに佐世保市）と締結。平成26年度か
ら各大学と連携して事業を進めていく予定で
す。この協定により、本市が抱える課題につい
て、第三者の目や若者の視点での客観的な検証
や、学生や大学スタッフの交流が広がることな
どが期待されます。

　９月27日、生月町宮の下駐車場で「特殊救助
救急事故想定訓練」が行われました。この訓練
は、多数傷病者事故が起こったことを想定し、
消防・警察・医療機関の連携強化と迅速かつ的
確な有事即応体制の構築を図ることを目的に実
施。訓練では、車両に閉じ込められた人の救出
訓練のほか、応急救護所の設置、負傷者の負傷
程度に応じた対応と医療機関との連携の確認な
どが行われました。見学者に感想を尋ねると「皆
さんとても頼もしく、きびきびした行動と組織
間の連携に感銘しました」と話してくれました。

有事に備え組織間の連携を確認

　９月28日、平戸文化センターで「平成25年
度平戸市戦没者追悼式」が開催されました。追
悼式には、戦没者遺族をはじめ419人が参列。
式では、遺族を代表して4人が献花しました。
　平戸小学校６年生による「平和への誓い」で
は、「平和とは何」という問いに、児童が「家族
や友達と一緒に過ごせること」や「みんなで勉強
ができること」などと発表しました。また、平
戸高等学校吹奏楽部が「日本の唱歌」や「花は咲
く」などを演奏して捧げ、2542柱の御霊を追悼
しました。

戦争で亡くなった御霊を追悼し、平和を誓う

　10月３日、平戸市総合運動公園で「第９回平
戸市小学校陸上競技大会」が開催されました。
100ｍ、200ｍ、800ｍ、60ｍハードル、400
ｍリレー、走り幅跳び、走り高跳び、ソフト
ボール投げの８種目に市内17校５年生と６年
生計593人が参加。児童たちは仲間や応援にか
けつけた家族の熱い声援を受け、記録更新を目
指して全力で頑張りました。
　大会新記録は次のとおり（敬称略）。【６年女
子100ｍ】銅座実悠15秒２（田平北）【５年男子
200ｍ】立石佑弥31秒３（津吉）

全力で頑張りました。小学校陸上競技大会

　10月７日、市役所で「平戸市と南九州大学と
の協定書」締結式が行われました。この協定は、
国指定名勝庭園棲霞園および梅ヶ谷津偕楽園の
保存整備のため、本市と南九州大学（宮崎県宮
崎市）が連携することを目的に締結。この協定
により、大学教職員の保存管理計画策定委員へ
の就任・派遣、両庭園の保存整備に関する指導
助言などが可能となるほか、両庭園が大学の教
育・研究を行う場として活用されることで、学
生が日本庭園について理解する素晴らしい学び
の場となることが期待されます。

由緒ある庭園を未来に引き継ぐために

　10月５日、田平町民センターで「第19回Ｍ
Ｒまつり」が開催されました。松浦鉄道の沿線
自治体が会場となって行われる祭りは、松浦鉄
道自治体連絡協議会による「マイレールフォト・
絵画コンテスト」の表彰式で開会。会場では、
ミニＭＲの試乗会や踏切脱出模擬体験、フリー
マーケットなどイベントが盛りだくさん。開業
25周年特別企画で行われた国鉄時代の鉄道物
品販売では、サボ（行先票）やダイヤグラム、改
札鋏、制服、記念ヘッドマークなどが出品され、
多くの鉄道ファンが買い求めていました。

いつまでも地域密着型の鉄道で

　10月11日、久吹ダム周回コースで、「市中
学校総合体育大会駅伝競技」が行われ、市内の
中学校９校が参加しました。男子の部が６区間
20km、女子の部が５区間12kmで行われ、白
熱したレースの結果、男子は２年ぶりに生月中
学校が、女子は７年ぶりに中部中学校が優勝し
ました。大会結果は次のとおり
【男子の部】優勝　生月中学校（1時間9分46秒）
準優勝　南部中学校　３位　平戸中学校
【女子の部】優勝　中部中学校（47分00秒）
準優勝　生月中学校　３位　平戸中学校

７年ぶりに女子は中部中学校が優勝

　10月11日、平戸文化センターで「西九州自
動車道建設促進総決起大会」（佐世保市・平戸市・
松浦市・佐々町主催）が開催されました。この
決起大会は、西九州自動車道の全線早期完成を
目指し、住民と沿線自治体が協力し、力強く行
動していく決意の表れとして開催したもの。決
起大会では、進捗状況報告のほか、地元意見発
表などがあり、唯一の未着手区間となっている
松浦市～佐々町間の早期事業化の重要性につい
て訴えました。また、最後には、会場に集まっ
た約800人全員でガンバロー三唱を行いました。

西九州自動車道全線開通を目指し一致団結

たて　いし　ゆう　や

どう　 ざ 　 み 　 ゆ

きょう
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ま
ぐ
ろ

　　
「
極
海
一
番
」

株式会社 東京一番フーズ株式会社 東京一番フーズ
代表取締役社長代表取締役社長
株式会社 東京一番フーズ
代表取締役社長

坂本 大地坂本 大地坂本 大地
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ス
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
に
取
り
組

ん
だ
時
は
、
真
冬
に
無
理
を
し
て
稚
魚
を

受
け
入
れ
た
た
め
、
い
く
つ
か
ダ
メ
ー
ジ

を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
水
温
が
上

が
り
、
生
育
に
好
条
件
だ
と
い
う
こ
と
で

養
殖
が
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

黒
田
市
長　

す
で
に「
と
ら
ふ
ぐ
亭
」と

い
う
お
店
を
数
多
く
経
営
さ
れ
て
、
フ
ル

コ
ー
ス
で
楽
し
む
サ
ー
ビ
ス
で
成
功
さ
れ

て
お
ら
れ
る
の
に
、
改
め
て
多
種
多
様
な

魚
種
が
あ
る
中
で
マ
グ
ロ
に
的
を
絞
ら
れ

た
の
は
、
ど
う
い
っ
た
背
景
が
あ
っ
た
の

で
す
か
？ 

坂
本
社
長　

私
た
ち
グ
ル
ー
プ
は
、
首
都

圏
で
49
店
舗
の
お
店
を
展
開
し
て
お
り
、

お
か
げ
さ
ま
で
多
く
の
お
客
様
に
ご
愛
顧

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
若
手

創
業
者
の
会
」と
い
う
経
営
者
の
グ
ル
ー

プ
に
加
盟
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
国
内

外
の
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
経
営
者
と
お
会

い
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
い

つ
も
話
題
に
な
る
の
が
、「
日
本
人
は
肉

を
好
ん
で
食
べ
る
が
、
世
界
の
ト
レ
ン
ド

は
魚
食
に
シ
フ
ト
し
て
お
り
、
お
い
し
く

て
安
全
な
魚
は
値
段
が
高
く
て
も
と
て
も

人
気
が
あ
る
」と
い
う
内
容
で
す
。
そ
こ

で
世
界
46
カ
国
の
経
営
者
の
ご
意
見
を
聞

く
と
、
最
も
人
気
が
あ
る
の
は「
マ
グ
ロ
」

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、「
ダ
イ
チ
は

平
戸
市
長（
黒
田
成
彦
）　

こ
の
た
び
、
古

江
湾
に
お
い
て
養
殖
さ
れ
た「
平
戸
本
ま

ぐ
ろ『
極
海
一
番
』」が
10
月
１
日
に
初
出

荷
さ
れ
ま
し
た
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
数
あ
る
漁
場
の

中
で
平
戸
を
指
定
さ
れ
た
の
は
ど
の
よ
う

な
経
緯
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

株
式
会
社 

東
京
一
番
フ
ー
ズ
代
表
取
締

役
社
長（
坂
本
大
地
）　

従
来
よ
り
取
引
の

あ
っ
た
水
産
会
社
の
人
か
ら
ご
紹
介
を
受

け
、
平
戸
は
と
て
も
魅
力
の
あ
る
場
所
だ

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
す
で
に
ト
ラ
フ
グ

の
取
引
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
中
で
、
玄
界

灘
海
域
や
九
州
の
各
地
も
巡
り
ま
し
た
が
、

平
戸
市
は
数
あ
る
海
域
の
中
で
も
自
然
災

害
が
少
な
く
水
深
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
環
境
に
か

な
り
前
か
ら
着
目
し
て
い
ま
し
た
。

黒
田
市
長　

確
か
に
古
江
湾
の
地
形
は
奥

の
深
い
湾
口
を
し
て
お
り
ま
し
て
、
安
満

岳
か
ら
神
曽
根
川
を
伝
っ
て
く
る
透
き

通
っ
た
天
然
水
源
や
、
湾
を
取
り
囲
む
周

辺
の
美
し
い
環
境
、
静
か
な
漁
場
は
、
マ

グ
ロ
に
と
っ
て
も
最
適
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

坂
本
社
長　

マ
グ
ロ
に
つ
い
て
は
水
温
が

懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
も
最
適
な
場
所
だ
と
い
う
ア
ド
バ
イ

な
ぜ
マ
グ
ロ
を
食
べ
さ
せ
て
く
れ
な
い
の

だ
」と
い
う
熱
烈
な
リ
ク
エ
ス
ト
も
あ
っ

た
た
め
、
事
業
に
着
手
し
た
次
第
で
す
。

黒
田
市
長　

一
方
で
マ
グ
ロ
に
つ
い
て
は
、

世
界
的
に
も
資
源
管
理
が
強
く
叫
ば
れ
て

い
て
、
今
後
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
広
げ
て
い

く
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
す
か
？ 

坂
本
社
長　

確
か
に
安
定
供
給
が
カ
ギ
と

な
り
ま
す
。
資
源
管
理
に
つ
い
て
は
、
稚

魚
で
あ
る
ヨ
コ
ワ
の
乱
獲
が
厳
し
く
制
限

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
確

保
が
難
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
従
い
ま

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
稚
魚
確
保
の
た
め
の

取
引
を
し
っ
か
り
と
キ
ー
プ
し
な
が
ら
、

近
畿
大
学
の
研
究
の
成
果
で
あ
る
、
ふ
化

技
術
を
活
用
し
た
完
全
養
殖
も
手
が
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

生
産
か
ら
流
通
を
含
む
し
っ
か
り
と
し
た

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
や
供
給
管
理
体
制
を

確
立
す
れ
ば
、
強
い
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
が
可

能
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

黒
田
市
長　

完
全
養
殖
ま
で
実
現
で
き
れ

ば
、
資
源
保
護
と
い
う
課
題
に
も
貢
献
で

き
ま
す
ね
。

坂
本
社
長　

現
在
で
は
、
１
，
０
０
０
匹

を
超
え
る
マ
グ
ロ
を
養
殖
し
て
い
ま
す
が
、

古
江
湾
の
可
能
性
を
生
か
せ
ば
、
将
来
的

に
は
１
０
，
０
０
０
匹
ま
で
生
産
可
能
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
黒
田
市
長　

そ
れ
は
す
ご
い
で
す
ね
。
ま

さ
に
消
費
者
目
線
で
の
画
期
的
な
取
り
組

み
に
敬
服
し
ま
す
。
そ
う
し
た
経
営
哲
学

や
実
践
が
現
在
の
東
証
マ
ザ
ー
ズ
上
場
企

業
と
し
て
の
評
価
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
に

し
て
お
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

坂
本
社
長　

い
え
い
え（
笑
）。
当
然
の
こ

と
な
が
ら
、
食
材
が
お
い
し
い
と
お
客
様

は
そ
の
生
産
地
に
つ
い
て
お
問
い
合
わ
せ

を
お
寄
せ
に
な
り
ま
す
の
で
、
私
ど
も
は

多
く
の
お
客
様
と
接
す
る
上
で
も
生
産
地

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と

実
感
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま

で
、
弊
社
社
員
延
べ
２
０
０
人
以
上
が
平

戸
市
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
研
修
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
研
修
を
通
じ

て
、
多
く
の
社
員
が
平
戸
の
魅
力
を
理
解

し
ご
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

黒
田
市
長　

そ
れ
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

と
い
う
こ
と
は
社
員
の
皆
さ
ん
も
平
戸
市

の
魅
力
発
信
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
？

坂
本
社
長　

当
然
で
す（
笑
）。
で
す
か
ら
、

す
べ
て
の
店
舗
で
平
戸
市
の
ポ
ス
タ
ー
や

チ
ラ
シ
な
ど
情
報
を
展
示
し
て
も
ら
っ
て

結
構
で
す
よ
。
そ
れ
か
ら
、
わ
が
社
の
み

市長のトップ対談シリーズ31
平戸本まぐろ「極海一番」を平戸から世界へ～平戸ブランドの新たな展開～

黒田 成彦黒田 成彦
平戸市長平戸市長

黒田 成彦
平戸市長

市長のトップ
対談シリーズ
31

首
都
圏
で
の
平
戸
広
報
に
協
力
を

幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
魅
力
発
信

世
界
が
愛
好
す
る
日
本
の
マ
グ
ロ

生
産
か
ら
消
費
ま
で
を
一
元
管
理

素
晴
ら
し
い
自
然
と
海
洋
環
境

平
戸
の
「
恵
み
」
に
新
た
な
魅
力

平戸本まぐろ「極海一番」を

平戸から世界へ

な
ら
ず
、
去
年
の
９
月
に
上
場
企
業
の
若

手
社
長
チ
ー
ム
で
平
戸
市
に
お
邪
魔
し
た

際
に
も
、
平
戸
の
魅
力
を
楽
し
み
な
が
ら
、

み
ん
な
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
そ
の
感

動
を
発
信
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う
意

味
で
は
、
確
実
に
平
戸
の
名
前
が
東
京
で

も
広
が
っ
て
い
ま
す
よ
。
こ
れ
に
加
え
て
、

私
た
ち
は
卸
売
業
も
手
が
け
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
は
東
京
の
ミ
シ
ュ
ラ
ン
指
定
の

お
店
に
も
ど
ん
ど
ん
お
い
し
い
も
の
を
供

給
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
平
戸
の

食
材
供
給
を
お
手
伝
い
す
る
こ
と
で
地
域

の
産
業
振
興
に
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

黒
田
市
長　

と
て
も
う
れ
し
い
ご
提
案
で

す
。
今
後
と
も
末
永
い
お
付
き
合
い
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

～平戸ブランドの
　　　　新たな展開～

平戸の新名物「極海一番」初出荷を迎える　平戸の新名物「極海一番」初出荷を迎える　
　９月29日、株式会社９月29日、株式会社長崎ファーム 平戸養殖場（古江町）長崎ファーム 平戸養殖場（古江町）

および川内町漁民センターで平戸産養殖本マグロ（ブランドおよび川内町漁民センターで平戸産養殖本マグロ（ブランド

名：平戸本まぐろ「 極海一番」）の初出荷式が行われました。名：平戸本まぐろ「 極海一番」）の初出荷式が行われました。

今回初出荷を迎えた養殖本マグロは、株式会社長崎ファー今回初出荷を迎えた養殖本マグロは、株式会社長崎ファー

ム（中野漁協組合員・東京一番フーズグループ）が平成23ム（中野漁協組合員・東京一番フーズグループ）が平成23

年２月から養殖を開始したもので、キメの細かい身質と深年２月から養殖を開始したもので、キメの細かい身質と深

い味わいが特長です。今後は、平戸はもちろん関東一円をい味わいが特長です。今後は、平戸はもちろん関東一円を

中心に出荷されます。初出荷式では、式典後に試食会も開中心に出荷されます。初出荷式では、式典後に試食会も開

催され、皆さんは、新しい平戸の名物を堪能していました。催され、皆さんは、新しい平戸の名物を堪能していました。

平戸の新名物「極海一番」初出荷を迎える　
　９月29日、株式会社長崎ファーム 平戸養殖場（古江町）

および川内町漁民センターで平戸産養殖本マグロ（ブランド

名：平戸本まぐろ「 極海一番」）の初出荷式が行われました。

今回初出荷を迎えた養殖本マグロは、株式会社長崎ファー

ム（中野漁協組合員・東京一番フーズグループ）が平成23

年２月から養殖を開始したもので、キメの細かい身質と深

い味わいが特長です。今後は、平戸はもちろん関東一円を

中心に出荷されます。初出荷式では、式典後に試食会も開

催され、皆さんは、新しい平戸の名物を堪能していました。

　10月1日、東京築地市場で初めて競りにかけ
られた体長1.3ｍ、重さ45kgの「平戸本まぐろ『極
海一番』」は、1kg3,500円（県内市場の平均取
引価格約3,000円）の高値で競り落とされました。

こ
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ね

き
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き
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い
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きわ   み   いち ばん



これらの行
為は

レッドカー
ド！

ダメ！絶対
！！

♬ながさき音楽祭2013    OMURA室内合奏団が英国の薫りを届けます♬
　ながさき音楽祭2013「平戸英国商館設置400周年記念コンサート」が開催されます。400年前、英国商館が
設置されたとき、きっと音楽の演奏もあったに違いありません。その頃からの歴史の流れに思いをはせて、
クラシックから民謡までアンサンブルの演奏でお楽しみください。
○と　き　11月16日（土）午後６時  開場・午後６時30分  開演
○ところ　平戸文化センター
○出　演　OMURA室内合奏団
○プログラム　「水上の音楽」よりホーンパイプ（ヘンデル）、愛のあいさつ（エルガー）、ビートルズメドレーほか
○入場料　一般500円（当日600円）、高校生以下無料
■お問い合わせ　ながさき音楽祭「ひらんの風」実行委員会（平戸市教育委員会内）☎0950-22-4111（内線2633）

　　　　　　　　　　  　  、平戸にはオランダ商館に続き、英国商
館が設置されました。設置されていた所は、現在の木引田町です。当
時の商館は、平戸在住の中国人、李旦の持ち家を借用したものでした。
商館長にはリチャード・コックスが任命され、イギリスとの貿易は
10年間行われました。
　現在、商館があったとされる通りは「英国商館通り」と呼ばれ、８
月にはコックスフェスタ・王国祭が毎年開催されています。「按針の
館」も市民のコミュニティ施設として親しまれています。あちらこち
らに散りばめられている英国との歴史を歩いて知る、平戸でしかでき
ない「さるく」がウエルカムガイドにより毎日実施されています。

　平戸英国商館設置400周年という記念の年に、第1回中学生英語スピーチ大会を開催することで、平戸市
内の中学生が国際共通語としての英語力の向上を図るきっかけづくりの機会にするとともに、今後継続する
ことで、国際化の中で、観光都市平戸の将来を担う子どもの育成を目指します。
○と　き　11月10日（日）　午前10時～正午
○ところ　平戸市生月町開発総合センター

プリザーブドフラワーでアレンジを作ってみよう！
○と　き　11月19日（火）　午後７時～
○講　師　田中  瑞代さん（タナカヤ花店）
○参加費　1,000円（材料代）
　※「はさみ」を必ず持参して参加してください
○定　員　15人

ファイナンシャルプランナー・相続アドバイ
ザー直伝！相続でもめないための基礎知識
○と　き　11月26日（火）　午後７時～
○講　師　田中 泰三さん（田中ＦＰ不動産代表取締役）
○参加費　無料
○定　員　15人　

www.hiradouk400.com Hirado-UK400

「平戸ＵＫ400」は、平戸に英国商館が設置されてから
400周年を迎えることから、さまざまな記念事業を
お知らせするページです。
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職
員
倫
理
条
例　

施
行

　
　
　

職
員
倫
理
条
例　

施
行

平
戸
市
職
員
倫
理
条
例
を
施
行
し
ま
す

　平戸市は、市職員の倫理保持、職務執行の公正さに対する疑惑や不信を招くような行為の防止、公務に
対する市民の信頼確保のため、本年９月に「平戸市職員倫理条例」を制定しました。施行は12月１日から
です。
　この条例の適正な運用に当たっては、利害関係者になりうる市民の皆さんや仕事上関係ある皆さんのご
理解も必要となりますので、ご協力をお願いします。
　なお、この条例で対象となる職員は、副市長、病院事業管理者および教育長を含む一般職員です。

■お問い合わせ　総務課人事班　☎内線2317
　

　　

　

　

　　職員は、事業者などから、金銭、物品その他財産上の利益の供与などを受けたときは、１件5,000円
　を超える場合に「贈与等報告書」を任命権者に提出しなければなりません。

　　職員は、第三者から、不正な働きかけを受けたときは、これを拒否するとともに、「不正要求等報告
　書」を任命権者に提出しなければなりません。不正な働きかけとは、職員に対し、次に掲げる行為を行
　うことを求め、促し、または示唆することをいいます。
　①合理的な理由なく、特定の者に対して有利な取り扱い、または不利益な取り扱いをするなど不当な取
　　り扱いをすること。
　②合理的な理由なく、特定の者に義務のないことを行わせ、または特定の者の権利の行使を妨げること。
　③合理的な理由なく、執行すべき職務を執行せず、または定められた期限までに執行しないこと。
　④本市が当事者となる契約において、本市以外の契約の当事者に不当な利益が生じるよう契約の対価ま
　　たは条件を操作すること。
　⑤その他法令などに違反する行為を行うなど公務員としての職務に係る倫理に反する行為を行うこと。

利害関係者とは、職員が職務として携わる次の事務の相手方のことです
❶許認可など　❷補助金などの交付　❸立入検査または監査　❹不利益処分　❺行政指導
❻契約　❼入札　❽指定管理者

禁止行為から除外される行為（行うことができる行為）
◎広く一般に配るための宣伝用物品・記念品を受領すること
◎職務として出席した会議で簡素な飲食の提供を受けること
◎私的な関係の友人から香典・祝儀を受領すること　など

■利害関係者との間の禁止行為

■贈与などの報告

■不正な働きかけに対する措置

禁止行為とは、職員が利害関係者から受ける（行う）ことのできない行為のことです
❶贈与（金銭、物品または不動産）
❷貸し付け（金銭、無償での物品または不動産）
❸役務の無償提供
❹譲り受け（未公開株式）
❺供応接待（飲食その他のもてなし）
❻遊技やゴルフ、旅行（公務を除く）を共にすること
❼第三者に対して上記のような行為をさせること

topics

1613年11月26日
11月26日は何の日？

第１回中学生英語スピーチ大会

まちゼミ   「Officeクローブ号」で学ぼう！参加申込は11月15日金まで　
 申・問　木引田町商店街振興組合　℡ 22-5210　fax 23-3947　Eメール paraiso@tanaka-hirado.com　　

I have a dream ! Never give up !

り　たん
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。



　「児童虐待の防止等に関する法律」で、虐待を発見し
たり虐待を疑ったりした人は、市や児童相談所に通告し
なければいけないことになっていますが、通告する際に、
「間違いだったらどうしよう」などとためらう気持ちがある
のは当然のことです。しかし、判断がつかない時こそ相
談をしましょう。手遅れになる前に、子どもやその家族
を救うためにも皆さんのご協力をお願いします。
①虐待の現場を見ていなくても構いません。
②匿名の通告でも受け付けられます。
③通告が間違いでも責任を問われることはありません。
④通告者の情報を外部に漏らすことはありません。

殴る、蹴る、激しく揺さ
ぶる、タバコの火を押し
付ける、熱湯をかける、
溺れさせる など

子どもへの性的行為、性行為を見せる、ポルノグラ
フィーの被写体にする など

食事を与えない、不潔にする、自動車の中に放置する、
乳幼児を家に置いたままた
びたび外出する、重い病気
になっても病院に連れて行か
ない など

言葉による脅し、無視、子どもの目の前で暴力をふ
るう（ドメスティック・バイオレンス：DV） など

身体的虐待

性的虐待

ネグレクト（保護の怠慢、養育の放棄）

心理的虐待

　多くの場合、ひとつのことが原因ではなく、さまざまな
要因が重なったとき家族関係が不安定になり、子どもへ
の虐待が引き起こされます。次に示す要因は、これらが
あるからといって必ずしも、虐待を引き起こすということ
ではありませんが、虐待発生の可能性を高める要因と言
われています。

「おかしい」と感じたら迷わず連絡（通告してください）
「しつけのつもり…」は言い訳（子どもの立場で判断）

ひとりで抱え込まない（あなたにできることから即実行）

親の立場より子どもの立場（子どもの命が最優先）

虐待はあなたの周りでも起こり得る（特別なことではない）

育児不安、親自身の虐待された経験、精
神的に不安定な状態、病気・障害 など

育てにくい子ども（よく泣く、かんしゃくが激
しい）、病気・障害 など

地域近隣、親族からの孤独、経済的不安、
職場でのトラブル、不安定な夫婦関係 など
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健康・福祉いきいき通信

健康・福祉

いきいき通信
　本市における平成24年度の「児童虐待などの把握件数」は94件となり、平成19年
に集計を始めて以来、もっとも多い件数となりました。相談内容は、養育不安やネグレ
クトなどで、ネグレクトの相談件数が増えてきています。児童虐待の未然防止、早期発見・
対応には、市民の皆さんの児童虐待に対する正しい理解と深い関心が必要不可欠です。
皆さんのちょっとした「目くばり」・「心くばり」で子どもを虐待から守ることができます。
児童虐待から大切な子どもたちを守るためにも、皆さんができることから始めましょう。
　　　　　　　　　　　　　　 ■お問い合わせ　福祉課子育て支援班　☎内線2573

知ってください！児童虐待のこと

　11月は児童虐待防止推進月間です

「もしかして…」を通告するのは、皆さんの義務です「もしかして…」を通告するのは、皆さんの義務です「もしかして…」を通告するのは、皆さんの義務です

主な児童虐待の種類主な児童虐待の種類主な児童虐待の種類

なぜ、子どもの虐待が起こってしまうのかなぜ、子どもの虐待が起こってしまうのかなぜ、子どもの虐待が起こってしまうのか

　オレンジリボンには
子どもの虐待を防止す
るというメッセージが
込められています。

親の要因

子どもの
要因

家族を取り
巻く要因

子どもを虐待から守る５か条

❶
❷
❸
❹
❺

お願いです！お願いです！お願いですおお願願いいでですす！！
虐待している親を責めないでください。虐待している親を責めないでください。

虐待している親も傷ついています。虐待している親も傷ついています。

虐待の原因はさまざまですが、虐待する虐待の原因はさまざまですが、虐待する

親の大半は、ひとりで苦しみ、悩み続け親の大半は、ひとりで苦しみ、悩み続け

た結果が子どもへの虐待となって現れてた結果が子どもへの虐待となって現れて

いるという悲しい現状があります。虐いるという悲しい現状があります。虐

待している親もまた同様に傷ついて待している親もまた同様に傷ついて

いることを念頭におき、地域ででいることを念頭におき、地域でで

きる声かけなどをお願いします。きる声かけなどをお願いします。

虐待している親を責めないでください。

虐待している親も傷ついています。

虐待の原因はさまざまですが、虐待する

親の大半は、ひとりで苦しみ、悩み続け

た結果が子どもへの虐待となって現れて

いるという悲しい現状があります。虐

待している親もまた同様に傷ついて

いることを念頭におき、地域でで

きる声かけなどをお願いします。



このほかにもたくさんの
新着図書があります！！

～図書館からのお知らせ～ 平戸・永田記念図書館開館時間：午前10時～午後6時（金曜日午前10時～午後7時）

金
剛
院
の
釈
迦
誕
生
仏

金
剛
院
の
釈
迦
涅
槃
図

著／福田隆浩、出版社／講談社
出版年／２０１３.９月

著／林完次、出版社／講談社
出版年／２０１３.９月

文／ゴムドリco.、絵／韓賢東
出版社／朝日新聞
出版年／２０１３.９月

著者／小宮　輝之
出版社／文一総合出版
出版年／２０１３.９月

著者／重松　清
出版社／新潮社
出版年／２０１３.９月

著／東野圭吾
出版社／講談社
出版年／２０１３.９月

■おはなし会／２日　・９日　・23日　・30日
　　　　　　　午後2時～
　　　　　　　ふれあいセンター児童室

■おはなし会／毎週土曜日　午後２時～
■赤ちゃんおはなし会／ 13日　　午前10時30分～
　　　　　　　　　　　北部公民館和室大

平戸図書館 ☎22‐4017

●１１月の主なもよおし●

永田記念図書館 ☎28‐0128

●１１月の主なもよおし●

◎休館日／５日　、12日　、19日　、26日

水

土 土 土 土

火 火火火 ◎休館日／５日　、12日　、19日　、24日　、26日日火 火火火

平 永 南 生 田
大

※　：平戸図書館　　：永田記念図書館　　：南部公民館図書室　　：生月支所図書室　　：田平町中央公民館図書室
　　：大島村公民館図書室　

平

永

永

生

　クラスでいじめにあっている転校生
の佳純と、それを知った准一。二人は
同じミステリー作家のファンだったこ
とから仲良しに。現役教師が描く、本
が大好きな二人の小学生の友情冒険物
語。講談社児童文学新人賞入選作家の
最新作です。

　果てしない夜空に流れる悠久の時
間。つらいとき、悲しいとき、何億
光年も離れた星々と、対話してみま
せんか。星と向き合うことで、人生
観が変わるかもしれません。天体写
真家が語る天文学の世界をお楽しみ
ください。

大人気科学マンガシリーズの第37弾。
対放射線処理ロボット実演会場の島
から無事に帰国したジオたちですが、
空港は爆発物の通報で大パニック。
ノウ博士とベン博士は事件解決に当
たるのですが･･･。原子力に関する基
本知識が学べる本です。

『ふたり』

『星の声に、
　耳をすませて』

　日本で見られる哺乳類151種の足
型・足跡をすべて原寸大で紹介して
います。フィールドで見つけた足跡
の持ち主を探すための特徴や生態な
どが満載です。よく見る動物の「あし
あと」なのに新鮮です。親子で一緒に
楽しめる本です。

『哺乳類の足型・
　足跡ハンドブック』

　ある日、小説家であるセンセイの
もとに、少年から謎の手紙が届きます。
「僕たちはゼツメツしてしまいます」
どこから届いた手紙なのか。僕たち
はどこにいる。少年２人、少女１人
の再生と救済の物語がはじまります。

『ゼツメツ少年』

　女性舞台演出家の門倉博美を訪ね
てきた幼なじみの押谷道子が遺体と
なって発見されます。全編にちりば
められた謎に捜査は難航します。じ
わりと感動を誘うラストが待ち受け
ています。加賀恭一郎シリーズ最新
刊です。

『祈りの幕が下りる時』

24日　午前10時～午後４時　北部公民館日

南

平 大

大

田

『原子力のサバイバル２』

広報ひらど 平成25年11月号 20Hirado City Public Relations,2013.1121

図書館フェスティバル
さぁ 平戸図書館に行こう！！

内容：講演会、廃棄図書の無料譲渡　など

第第９回平戸市児童読書感想発表大会 開催回平戸市児童読書感想発表大会 開催第９回平戸市児童読書感想発表大会 開催
　市内の小学生が本を読んで感じたことを、文や画に
表現したものを発表する大会です。当日は、画の入選
作品を会場に展示します。お問い合わせは永田記念図
書館（℡28-0128）まで。

と　き  11月16日（土）　午後１時～

ところ  市ふれあいセンター　ゆめホール

市
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形
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■名　称

　金剛院の釈迦誕生仏

■種　別　市指定

■指定年月日

　昭和61年1月17日

■管理者　金剛院

■所在地

　平戸市大島村前平

■名　称

　金剛院の釈迦涅槃図

■種　別　市指定

■指定年月日

　昭和61年1月17日

■管理者　金剛院

■所在地

　平戸市大島村前平
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気軽に
写真ば撮って
送ってね

邊

全国各地から
高校生が集まった

インターハイ相撲競技。
熱戦が繰り広げ
られました。

パパ！ママ!
写真撮ってね

「ハッピースマイル」
子育て応援事業

高校生ボランティアに高校生ボランティアに
思いっきり遊んでもらおう！思いっきり遊んでもらおう！

【編集室より】 
　みんな夢中になってお乳を飲んでいま
すね。お兄ちゃんネコは、甘えん坊？！

　市民の皆さんからの「子育て」に関する情報を紹介しま
す。「親子で楽しめるイベント」や「講座の案内」などを、
広報ひらど編集室までお寄せください。
※掲載できる枠に限りがあります。お寄せいただいた情報
　は必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
【あて先】　〒859-5192　広報ひらど「おひさま」コーナー
Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp　FAX　22-5178

子育て情報をお寄せください

ＰＮ 淳＆有之介さん（30代女性）
タイトル  出産の秋

▲我が家にこの秋、初めての女の
子が誕生しました!お兄ちゃん2人は
妹とサッカーをすると張りきってます。

ＰＮ  猫じゃらしさん（40代女性）
タイトル  みんなでママのお乳を飲んでますニャン

▲食欲の秋。みんなお腹が空いて
ます。数カ月先に生まれたお兄ちゃ
んネコ（右側）まで乳のみ参戦です。

ＰＮ  あやねくんさん（30代女性）
タイトル  スポーツの秋

▲サッカー始めたばかりで今
が 一 番 楽しそうで す。V・
ファーレンの選手のサインも
らって、うれしそうでした。

【編集室より】 
　たくさんのV・ファーレンの選手
のサインいいなぁ！ もっとサッカー
好きになりそうですね。ファイト！

ＰＮ  Ｆ・Ｙさん（男性）
タイトル　コスモスいっぱいの秋
▲鮎川町の宮地嶽神社の横です。秋の花・コスモスが満
開になりました。春は菜の花が咲き誇ります。

■Ｅメールで投稿
　kouhou@city.hirado.lg.jp
　宛にメールを送信。

■郵便で投稿
　〒859-5192（住所不要）
　平戸市役所  広報ひらど
　「写メってみんね。」係
　※プリント写真は「Ｌサ
　　イズ」または「はがきサ
　　イズ」でお送りくださ
　　い

☆まちの話題！Photoコーナー

　９月28日、中心商店街周辺など
でおもてなし清掃活動が行われまし
た。この活動は、総おもてなし運動
強化月間の取り組みのひとつとして
行われたもの。約50人が参加し、観
光施設の周辺などを清掃しました。

　10月１日、猶興館高校で、生活
科学部の生徒が作成した盲導犬のマ
ナーコートの譲渡会が行われました。
マナーコートを受け取った大津かほ
るさんは、「大事にします」と笑顔
で感謝の言葉を述べられました。

▼

きれいな街で“おもてなし” 心のこもった贈り物に感謝

▼

皆さんからの情報皆さんからの情報を
お待ちしています！お待ちしています！
皆さんからの情報を
お待ちしています！

このコーナーは、広報ひらどの読者の皆さん
とつくるページです。「写メってみんね。」の
投稿写真は、こちらで紹介します。
広報ひらどへの感想や、身近な出来事などの
声もお寄せください。

c
o
m
m
u
n
ity

市民のひろば
Ci t i z e n ’ｓ　P l a z a
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　あなたが撮った写真を広報紙に。
　読者の皆さんが撮った写真を紹介するコーナー「写
メってみんね。 」では、毎回テーマを決めて、それに
まつわる写真を投稿していただきます。投稿は簡単。
カメラや携帯電話、スマートフォンで撮影した写真を、
広報ひらど編集室に送るだけ。メールや郵便でお気軽
にお送りください。投稿をお待ちしています。

　「おひさま」は、平戸で子育てするパパやママを
応援するコーナーです。このコーナーでは、育児に
役立つ情報を提供します。また、親子で遊べる場所
や、親子で参加できる講座など、市民の皆さんから
お寄せいただいた情報もお知らせします。

　高校生と子どもたちが遊んでいる間、子どもの写
真撮影のちょっとしたコツと、写真データを活用し
たアルバムの作り方について学びます。パパも気軽
にご参加ください。
○と　き　11月24日（日）
　　　　　午前10時30分～午後２時30分
○ところ　平戸市社会福祉センター（岩の上町1466）
○参加対象者　未就学児のお子さんとその親
○定　員　25組
○参加費　無料
○その他　昼食は事務局でお弁当を用意します
○参加申し込み・お問い合わせ　平戸市社会福祉協
　議会（担当：山浦・松本）  〒859-5121平戸市岩
　の上町1466番地  ☎0950-22-2180  fax0950-22-
　3175

投稿する写真を忘れずに添付して、
○投稿者の氏名（ふりがな）年齢・性別
○投稿者の住所
○ペンネーム
○写真のタイトル
○写真の説明（40文字程度）
を記入して、Eメールか郵便でお送りください

写メってみんね。
子育て応援コーナー

おひさま

▼

投稿締切は

11月15日
金

写メってみんね。10月のお題は「○○の秋」でした
今月のお題

「プレイバック2013」
　今年も残すところ、あと２カ月。今年はどんなことがあ
りましたか？ちょっと早い気もしますが、今年撮った写真
の中から2013年を振り返ってみませんか。

▲９月23日「第３回 金婚式のすすめ」からの一コマ。抽選で選ばれた鴨川▲９月23日「第３回 金婚式のすすめ」からの一コマ。抽選で選ばれた鴨川
健次郎さんと千健次郎さんと千壽子さんが平戸オランダ商館と幸橋で記念撮影をしました。子さんが平戸オランダ商館と幸橋で記念撮影をしました。
この企画に応募した家族は「両親も喜んでくれて、思い出に残る素敵な１この企画に応募した家族は「両親も喜んでくれて、思い出に残る素敵な１
日となりました」と感想を話してくれました。日となりました」と感想を話してくれました。

▲９月23日「第３回 金婚式のすすめ」からの一コマ。抽選で選ばれた鴨川
健次郎さんと千壽子さんが平戸オランダ商館と幸橋で記念撮影をしました。
この企画に応募した家族は「両親も喜んでくれて、思い出に残る素敵な１
日となりました」と感想を話してくれました。

【編集室より】 
　ご誕生おめでとうございます。３人で
サッカーができる日が待ち遠しいですね ！

「この地域資源いつ活かす？今でしょ!!」全国過疎問題シンポジウム
　10月11日、平戸文化センターで「全国過疎問題シンポジウム
2013  inながさき  平戸市分科会」が開催されました。開会アトラ
クションで田助ハイヤ節が披露された後、パネリストに黒田市長
ほか本市でまちづくりに取り組む市民が登場し、パネルディス
カッションが行われました。豊富な地域資源を活かすためには、
自立が必要。市民一人ひとりが自分で考えて行動し、責任も喜び
も共有できるようになることが大切です。

高校生ボランティアに
思いっきり遊んでもらおう！

【編集室より】 
　一面のコスモス
畑。とってもきれ
いです！春と秋に
季節の花を楽しめ
るようで、来春の
菜の花畑も見てみ
たいですね。



▲こちらのＱＲコードからも投稿できます。

投稿締切は
11月15日

12月
生まれ
募集中

QRコード

■■活動ＤＡＴＡ■■
活 動 日／毎週火・木・金曜日　
　　　　　　午後６時30分～午後８時30分
活動会場／山田小学校体育館
連 絡 先／☎080-1795-3857（田中弘美さん）
会 員 数／ 10人
参 加 費／ 3,000円（月額）
代　　表／松本　正治さん（生月町）　　

大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？募集しています 大募集！「まちのひとびと」へあなたも投稿しませんか？募集しています

「武當館山田」「世界一の空手の選手を目指して、一生懸命練習しています」　　
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　私たちは、保育園児から小学6年生までの10人で、山

田小学校の体育館で楽しく練習しています。道場の卒業

生には、国体のチャンピオンや、高校の日本代表として

世界大会に出場した先輩、高校の九州チャンピオンになっ

た先輩など、好成績を残した先輩がたくさんいます。また、

今も強豪の大学や、高校のインターハイで活躍している

先輩がいます。その先輩たちの背中を見て、自分たちも「追

いつき追い越せ」という気持ちで世界一の空手の選手にな

るという大きな目標を立て、一生懸命練習してます。また、

私たちは、空手が強くなるだけでなく、礼儀を重んじたり、

挨拶も当たり前にできる人間

になるように頑張っています。

　武當館山田では、現在部員

募集中です。少しでも空手に

興味がある人なら、どなたで

も大歓迎です。私たちと一緒

に楽しく練習しましょう！

Happy BirthdayHappy BirthdayHappy Birthday

Happy BirthdayHappy BirthdayHappy Birthday

投稿方法　写真、お子さんの氏名、生年月日、投稿者氏名、住所、電話番号、
　　　　　おめでとうメッセージを添えて、郵便またはＥメールでお送りください。
あて先　〒859-5192　広報ひらどHappy Birthdayコーナー
　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp

発行月に誕生日を迎えるお子さんの写真を募集します。
おめでとうメッセージ付きの掲載は先着３ 人まで。発行月前の15日までにお送りください。

※メール送信の際は、件名に必ず「12月号Happy Birthday」と入れてください。
※ご投稿いただいた写真は、必ずしも掲載とは限りませんのでご了承ください。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

投稿募集！

「クラブ紹介」
　スポーツ団体や芸能団体など、平戸のまちで活躍するさまざまな団体を紹介します。私たちの活動を紹介して

欲しいなど、掲載を希望する団体は広報ひらど編集室までご連絡ください。

広報ひらど

広報ひらど

パパとママへ。
早めに出してね♪

古江町
3歳おめでとう☆これからも
たくさん遊んで大きく育って
ね!みんな菜々美が大好きです。

from 　洋樹さん・ 　みゆきさん

千葉 菜々美ちゃん
ち　ば     な　 な   み

３歳

小楠 瑠海ちゃん
お  ぐす　  る   み

１歳 浦川 美優ちゃん
うらかわ    み    ゆ

３歳

田助町

横山 朋矢くん
よこやま   とも  や

１歳

朋矢の笑顔で日々、癒やされ
てます。友達を大切にする優
しい男になってね。

from 　達矢さん・　千春さん母父父 母 母父

田平町
心ちゃん4才おめでとう(^^)
舷ちゃんとスクスク元気に
育ってね♪♪

from 　拓真さん・　麗さん

にしやま      ここな
４歳　山 心愛ちゃん

　　　　　　　11月生まれのみなさんお誕生日おめでとうございます！のびのび大きくなぁれ☆　編集室より

まつもと　まさ  や

松本 昌也くん １歳 杉山 心優ちゃん
すぎやま　  みひろ

１歳

あなたの撮った　　あなたの撮った　　写メ写メ　　　　が　　　　が
広報ひらど１月号の表紙になります！広報ひらど１月号の表紙になります！
あなたの撮った　　写メ　　　　が
広報ひらど１月号の表紙になります！

素敵な笑顔大募集！

　広報ひらどは、皆さんのおかげで平成26年１月号をもちまして発行100号を迎えます。

　これを記念して「素敵な笑顔」をテーマに「笑顔の写メの募集」を行い、発行100号、そし

て新年を飾る平成26年１月号の表紙を、皆さんの笑顔の写真でいっぱいに埋め尽くしたい

と思います。皆さんのスマートフォン・携帯電話のカメラ機能を使って、笑顔の写メールを

《kouhou@city.hirado.lg.jp》までご応募ください。投稿していただいた先着100人の写真を掲載

します。募集要項は次のとおりです。皆さんのご応募お待ちしております。

作品例

問政策推進課広報情報班
☎内線2344

●応募期間

　11月30日（土）まで

●応募条件

　被写体の人が平戸市内に在住の人

●応募作品（テーマ）

　笑 顔

●応募方法

　撮影したスマートフォン・携帯電話

の写真をメールに添付して、投稿者の

１枚につき、被写体は１人で、作品

例のように、顔をアップで撮影して

ください。被写体１人につき、１回

限りの応募とします。

画像加工（特殊効果や文字の挿入）し

た作品は掲載できません。

掲載に不適切であると思われる写真

は、掲載しない場合がありますので、

あらかじめご了承ください。

③

④

⑤

住所、氏名、電話番号、被写体の氏名、「広

報ひらど」についてひと言

を書いて、次のメールアド

レスにお送りください。

kouhou@city.hirado.lg.jp

●注意点

①

②

被写体の人の了承を得たうえでご応

募ください。

写真は、縦で撮ってください。

笑顔の



柳田  一樹（猶興館高１年）柳田  一樹（猶興館高１年）川口  真菜（猶興館高１年）川口  真菜（猶興館高１年）ヘールテ・ファンローイェンヘールテ・ファンローイェン邊見  光寿（猶興館高１年）見  光寿（猶興館高１年）カスペル・ヴァンデルフルフトカスペル・ヴァンデルフルフト フース・ワイェルスフース・ワイェルス 柳田  一樹（猶興館高１年）川口  真菜（猶興館高１年）ヘールテ・ファンローイェン邊見  光寿（猶興館高１年）カスペル・ヴァンデルフルフト フース・ワイェルス針尾  香織（猶興館高１年）針尾  香織（猶興館高１年）マライネ・ホーフカメルマライネ・ホーフカメル西田  遥菜（猶興館高２年）西田  遥菜（猶興館高２年）アンナベル・デウィツアンナベル・デウィツ今村  浩二（猶興館高２年）今村  浩二（猶興館高２年）サンデル・タメルスサンデル・タメルス 針尾  香織（猶興館高１年）マライネ・ホーフカメル西田  遥菜（猶興館高２年）アンナベル・デウィツ今村  浩二（猶興館高２年）サンデル・タメルス

～視野を広げよう～ オランダ王国ノールトワイケルハウト市姉妹都市交流事業
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こ
の
事
業
は
、
平
成
23
年
９
月
18
日
オ

ラ
ン
ダ
王
国
ノ
ー
ル
ト
ワ
イ
ケ
ル
ハ
ウ
ト

市（
以
下
Ｎ
Ｗ
Ｈ
市
）と
の
姉
妹
都
市
締

結
を
機
に
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

本
市
と
Ｎ
Ｗ
Ｈ
市
の
高
校
生
を
互
い
に
派

遣
し
て
い
ま
す
。
約
２
週
間
の
短
期
留
学

で
、
平
戸
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

国
際
的
な
視
野
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
９
月
６
日
〜
17
日
ま
で
の
12
日

間
、
オ
ラ
ン
ダ
の
高
校
生
12
人（
第
２
期

生
）が
訪
問
し
ま
し
た
。
12
人
は
、Ｎ
Ｗ
Ｈ

市
立
レ
ー
ウ
ェ
ン
ホ
ル
ス
ト
中
高
学
校
の

生
徒（
14
〜
15
歳
）で
、
市
内
の
高
校
生

（
平
戸
高
校
・
北
松
農
業
高
校
・
猶
興
館

高
校
）の
家
庭
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
各

家
庭
か
ら
一
緒
に
通
学
し
、
日
本
の
文
化

や
学
校
で
の
授
業
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

国
紹
介
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

平
戸
の
高
校
生
は
、
ジ
ャ
踊
り
の
披
露
の

ほ
か
、
浴
衣
の
着
付
け
の
実
演
、
日
本
の

お
菓
子
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
一
方
、

オ
ラ
ン
ダ
の
高
校
生
は
、
オ
ラ
ン
ダ
国
歌

「
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
ス 

フ
ァ
ン 

ナ
ッ
ソ
ー
」

を
全
員
で
歌
っ
て
発
表
を
開
始
。
オ
ラ
ン

ダ
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
存
在

で
あ
る
シ
ン
タ
ク
ラ
ー
ス（
聖
ニ
コ
ラ
ス
）

が
12
月
５
日
に
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
用
意
す
る
様
子
を
寸
劇
で
紹
介
し
た

オ
ラ
ン
ダ
の
高
校
生
が
平
戸
の

高
校
生
宅
へ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
お
菓
子
を
振
る
舞
っ
た

り
し
て
オ
ラ
ン
ダ
文
化
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
両
国
の
紹
介
の
後
は
、
保
護
者
が

準
備
し
て
食
事
会
を
開
き
、
精
一
杯
の
お

も
て
な
し
で
歓
迎
。
オ
ラ
ン
ダ
の
生
徒
た

ち
も
大
変
喜
び
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
交

流
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

市
へ
の
表
敬
訪
問
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の

生
徒
か
ら「
歓
迎
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

平
戸
は
素
晴
ら
し
い
」と
の
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
き
、
留
学
生
を
受
け
入
れ
て
い
る

生
徒
も
誇
ら
し
げ
な
表
情
で
し
た
。

　

学
校
で
の
授
業
で
は
、
日
本
で
最
初
の

随
筆「
枕
草
子
」冒
頭
文
の
暗
唱
や
書
道
、

和
菓
子
作
り
体
験
や
日
本
の
伝
統
的
な
遊

び
、
浴
衣
の
着
付
け
や
武
道
の
道
着
な
ど

を
学
習
。
こ
の
ほ
か
放
課
後
の
部
活
動
も

相
撲
や
弓
道
な
ど
を
熱
心
に
見
学
し
、
日

本
の
学
校
生
活
を
肌
で
感
じ
ま
し
た
。

　

座
禅
体
験
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
生
徒
も

平
戸
の
生
徒
も
普
段
の
生
活
で
は
体
験
し

な
い
文
化
に
触
れ
て
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
４
月
に
第
１
期
生
を
受
け
入

れ
て
５
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
２
回
目

と
な
る
各
学
校
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
参

加
生
徒
の
み
な
ら
ず
、
周
り
の
生
徒
や
先

生
の
積
極
的
な
参
加
も
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ

の
生
徒
と
互
い
に
交
流
や
友
情
を
深
め
ま

し
た
。

　

今
回
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入
れ
で

は
、
家
族
の
不
安
や
負
担
、
そ
し
て
苦
労

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ

が
参
加
し
た
生
徒
た
ち
の
成
長
や
将
来
へ

の
貴
重
な
糧
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

言
葉
も
文
化
も
違
う
オ
ラ
ン
ダ
人
を
全
力

で
受
け
入
れ
た
経
験
に
よ
っ
て
、
生
徒
自

身
が
心
境
の
変
化
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で

す
。
家
族
の
絆
も
さ
ら
に
強
く
な
っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
考

え
方
、
将
来
の
目
標
、
参
加
し
た
生
徒
の

思
い
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
オ
ラ
ン
ダ
人

と
の
交
流
を
体
験
し
た
こ
と
で
国
際
的
な

視
野
が
広
が
り
、
さ
ら
に
は
、
自
国
へ
の

興
味
や
関
心
も
増
し
て
い
ま
す
。
平
戸
の

地
に
お
い
て
、
４
０
０
年
前
の
先
人
た
ち

が
交
流
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在

も
オ
ラ
ン
ダ
人
と
交
流
し
、
お
も
て
な
し

が
で
き
た
生
徒
た
ち
は
、
こ
れ
か
ら
の
両

市
友
好
の
架
け
橋
と
な
る
こ
と
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

政
策
推
進
課
政
策
推

　

進
班　

内
線
☎
２
３
３
７

Broaden
Your
Horizons
視野を広げよう
オランダ王国
ノールトワイケルハウト市
姉妹都市交流事業
第２期レポート
2013.9.6 ～ 9.17

■本市で実施した交流プログラム
　ウェルカムパーティー、宝探しゲーム、平戸
オランダ商館・松浦史料博物館見学、料理・宿
泊体験、国紹介プレゼンテーション、おもて
なし食事会、市長表敬訪問、平戸高校《音楽「花
は咲く」合唱・和太鼓・家庭科（和菓子作り）・
書道》、北松農業高校《国語・日本の畜産・生
物科学・掃除》、猶興館高校《日本史・理数科授業・
家庭科（浴衣の着付け）・体育・文化祭見学》、
部活動体験、座禅体験、報告会、お別れ会

ト市ハウハハハハウハハハハウ
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英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

通
訳
業
へ
の
興
味
が
湧
き
ま
し
た

交
流
は
子
ど
も
た
ち
に
限
ら
な
い

家
族
で
取
り
組
ん
だ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

大
変
な
こ
と
も
乗
り
越
え
ら
れ
た

だ
か
ら
前
向
き
な
自
分
に
変
身
！

　

猶
興
館
高
校
２
年　

今
村　

浩
二

　

私
は
中
学
３
年
生
く
ら
い
か
ら
、
通
訳

と
い
う
仕
事
は
、
広
い
世
界
で
さ
ま
ざ
ま

な
思
考
を
持
っ
た
人
た
ち
と
触
れ
合
い
つ

つ
、
人
の
役
に
も
立
て
る
と
い
う
、
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て
、
留
学

生
や
ス
タ
ッ
フ
た
ち
と
英
語
で
話
し
て
み

て
、
言
い
た
い
こ
と
を
う
ま
く
伝
え
る
難

し
さ
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
の
面
白
さ
や
、
興
味
深
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
、
言
い
た
い
こ
と
が
伝

え
ら
れ
た
時
の
喜
び
が
自
信
と
な
り
、
さ

ら
に
通
訳
の
仕
事
に
対
す
る
興
味
が
湧
き

ま
し
た
。

　

今
、
通
訳
業
は
将
来
進
み
た
い
道
の
選

択
肢
の
一
つ
で
す
。
今
後
、
仕
事
に
つ
い

て
よ
く
調
べ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
今
後
の
英
語
学
習
で
語
学
力
を
高
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

北
松
農
業
高
校
２
年　

岡
部　

瑞
希

　

私
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
で
き

て
幸
せ
で
す
。
最
初
は
、
た
だ
外
国
に
興

味
が
あ
っ
た
か
ら
、
外
国
の
人
と
仲
良
く

な
り
英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
っ
て
み
た
い
と
い
う
理
由
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
応
募
し
ま
し
た
。

　

実
際
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
経
験
し

た
約
２
週
間
。
パ
ー
ト
ナ
ー
と
は
家
族
の

よ
う
に
一
緒
に
日
本
の
文
化
に
触
れ
て
生

活
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
大
変
な
こ
と
が

数
多
く
あ
り
ま
し
た
。
な
か
な
か
環
境
に

慣
れ
な
か
っ
た
こ
と
や
、
英
語
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
で
す
。
で
も
、
パ
ー
ト
ナ
ー
は
一

生
懸
命
、
日
本
の
文
化
や
生
活
に
慣
れ
よ

う
と
努
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
う
れ
し
い
こ
と
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
は
私
た
ち

が
事
前
に
用
意
し
て
い
た
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
や
ジ
ャ
踊
り
を
と
て
も
気
に

入
っ
て
く
れ
た
り
、
浴
衣
や
柔
道
着
、
茶

道
や
書
道
、
日
本
食
、
箸
な
ど
日
本
の
文

化
に
と
て
も
興
味
を
持
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

毎
日
、
み
ん
な
と
過
ご
し
て
、
す
ご
く

仲
良
く
な
れ
た
の
で
、
全
然
違
う
国
、
文

化
、
言
葉
な
の
に
、
こ
ん
な
に
仲
良
く
な

れ
て
、
交
流
で
き
て
い
た
こ
と
に
本
当
に

驚
き
ま
し
た
。
す
ご
く
良
い
経
験
を
し
て

い
る
ん
だ
な
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

～視野を広げよう～

オランダ王国ノールトワイケルハウト市
姉妹都市交流事業（青少年訪問団）

2012.9.10～9.23

～視野を広げよう～ オランダ王国ノールトワイケルハウト市姉妹都市交流事業

た
。

　

交
流
中
は
、
英
語
で
上
手
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
ず
、
涙
を
流
し
な
が

ら
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ス

タ
ッ
フ
や
一
緒
に
参
加
し
て
い
る
友
達
が

助
け
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
受
け
入
れ

の
間
、
迷
惑
と
苦
労
を
か
け
た
家
族
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。
母
は
た
く
さ
ん
苦
労
し

た
よ
う
な
の
で
、
特
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

家
族
や
周
り
の
人
の
支
え
が
無
か
っ
た
ら
、

受
け
入
れ
は
成
功
で
き
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
交
流
事
業
を
通
し
て
、
消
極
的

だ
っ
た
自
分
が
何
で
も
積
極
的
に
行
動
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
人
に
感
謝
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
来
年
の
３
月
、
オ
ラ

ン
ダ
の
友
達
に
会
え
る
の
が
と
っ
て
も
楽

し
み
で
す
。
そ
れ
ま
で
に
、
も
っ
と
自
分

を
磨
い
て
、
英
語
も
上
手
に
な
っ
て
、
今

以
上
に
も
っ
と
成
長
し
て
、
み
ん
な
に
会

い
に
行
き
ま
す
。

保
護
者　

福
田　

洋
子

　

今
回
の
交
換
留
学
で
受
け
入
れ
が
で
き

る
だ
ろ
う
か
と
不
安
で
少
し
戸
惑
い
が
あ

り
ま
し
た
。
英
語
が
話
せ
な
い
の
で
ど
の

よ
う
に
接
し
て
い
い
の
か
、
食
事
を
食
べ

て
く
れ
る
だ
ろ
う
か
。
不
安
な
気
持
ち
を

抱
え
た
ま
ま
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
始
ま
り

ま
し
た
。
我
が
家
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
エ
ミ

リ
ー
と
い
う
女
の
子
。
第
一
印
象
は
想
像

し
て
い
た
姿
と
は
る
か
に
違
っ
て
い
ま
し

た
。
14
歳
だ
と
聞
い
て
い
た
の
で
幼
い
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
た
の
に
、
体
が
大
き

く
、
見
た
目
も
大
人
び
て
見
え
ま
し
た
。

エ
ミ
リ
ー
だ
け
で
な
く
他
の
子
も
で
す
。

エ
ミ
リ
ー
は
満
面
の
笑
み
で
応
え
て
く
れ

ま
し
た
。
人
見
知
り
を
し
な
い
彼
女
に
救

わ
れ
た
気
持
ち
で
し
た
。

　

エ
ミ
リ
ー
は
、
私
た
ち
家
族
と
過
ご
す

時
間
が
多
く
、
夜
は
就
寝
の
時
が
来
る
ま

で
、
ず
っ
と
話
を
し
て
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
お
か
げ
で
私
た
ち
も
片
言
の
英

語
や
娘
の
通
訳
、
携
帯
電
話
の
翻
訳
機
能

の
活
用
な
ど
で
、
毎
日
会
話
す
る
こ
と
で

徐
々
に
慣
れ
て
い
き
ま
し
た
。
食
事
の
不

安
も
す
ぐ
に
無
く
な
り
ま
し
た
。
会
話
の

中
で
、
オ
ラ
ン
ダ
で
の
食
生
活
や
好
み
を

話
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

　

今
回
長
い
と
感
じ
て
い
た
12
日
間
も
、

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
よ
う
な
気
が
し

て
、
ま
だ
一
緒
に
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
生
活
習
慣
の
違
い
か
ら
戸
惑
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
相
手
を
理
解
し
、

合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
日
本
人
だ

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
た
こ

と
も
良
い
経
験
で
し
た
。

　

娘
は
オ
ラ
ン
ダ
へ
行
く
ま
で
に
も
う
少

し
英
語
を
勉
強
し
た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
苦
手
意
識
を
克
服
す
る
よ
う
な

気
分
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
家
族
に
と
っ

て
も
、
価
値
の
あ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
し
た
。

交流見聞録
この交流事業を通して

学んだこと

発見したこと

参加した高校生と
保護者の感想文（敬称略）



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ
　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
に
つ
い
て

　　
　
　
　
　
　
　
　

問
消
防
本
部
予
防
課

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22

-
３
１
６
７

募　

集

　

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

申
・
問
都
市
計
画
課
総
務
住
宅
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
８
４

　
　
　
　
　
　
　
　

申
・
問
企
画
課
政
策
企
画
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
３
３

平
戸
市
男
女
共
同
参
画
推
進

協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　

問
企
画
課
協
働
ま
ち
づ
く
り
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
３
４

各
種
市
民
活
動
支
援
事
業
の
採
択

団
体
を
決
定
し
ま
し
た

　　
　
　
　
　

申
・
問
商
工
物
産
課
商
工
労
政
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
７
９

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

商
品
販
売
戦
略
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
税
務
課
総
務
徴
収
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
４
４

九
州
市
町
村
合
同
公
売
会
in
宗
像
を

開
催
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　

問
政
策
推
進
課
政
策
推
進
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
３
６

宮
の
浦
地
区
ふ
れ
あ
い
公
園
を

整
備
し
ま
し
た

補助事業名 団体事業名 団　体　名 交付額（円）

市民力アップ支援
事業補助金

やらんば市民活動
モデル事業（委託料）

やらんば
市民活動
サポート
事業

活動ステップ
アップ部門

新規事業チャ
レンジ部門

オーガニック野菜生
産施設整備事業

たびら再生プロジェ
クト事業

「伝えよう！いのち
のつながり」エッセ
イ募集事業

カフェうさぎ事業

オーガニック野菜
生産組合

田平地区活性化協
議会

平戸モラロジー事
務所

志々伎ヒューマン
ネットワーク

4,194,000

916,000

100,000

181,000

　　
　
　
　
　
　
　

問
長
寿
保
険
課
国
保
年
金
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
９
２

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除

証
明
書
」は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

　

▼
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き

　
　

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

　

▼
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災

　
　

警
報
器
を
設
置
す
る
。

　

▼
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

　
　

災
を
防
ぐ
た
め
に
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

　

▼
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住

　
　

宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

　

▼
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る

　
　

た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　
○
と　

き　

11
月
30
日（
土
）午
前
９
時
30
分

　

開
場（
午
前
10
時
15
分
入
札
開
始
）

○
と
こ
ろ　

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス　

イ
ベ
ン
ト
ホ

　

ー
ル（
福
岡
県
宗
像
市
久
原
４
０
０
番
地
）

　

※

液
晶
テ
レ
ビ
、
貴
金
属
な
ど
約
４
０
０
点

　
　

を
出
品
予
定
で
す
。

　

宮
の
浦
自
治
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全

で
安
心
に
遊
べ
る
場
所
の
確
保
と
子
育
て
世
代

の
意
見
交
換
や
高
齢
者
と
子
ど
も
た
ち
の
交
流

の
場
と
し
て「
宮
の
浦
地
区
ふ
れ
あ
い
公
園
」

を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
公
園
は
、
宝
く
じ
の

普
及
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
、
財
団
法
人
自

○
と　

き　

11
月
20
日（
水
）午
後
３
時
〜
午

　

後
４
時
30
分

○
と
こ
ろ　

市
離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

○
講　

師　
（
株
）デ
ザ
イ
ン
・
ス
ー
パ
ー
マ
ー

　

ケ
ッ
ト
代
表
取
締
役　

古
澤　

高
志
氏

○
内　

容　

地
域
資
源
を
生
か
し
た
創
業
の
ア

　

イ
デ
ア
と
具
体
的
な
事
業
の
進
め
方
、
商
品

　

販
売
力
を
高
め
る
戦
略
ポ
イ
ン
ト
、
商
品
を

　

魅
力
的
に
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

○
受
講
料　

無
料

○
申
込
期
限　

11
月
15
日（
金
）

○
申
込
方
法　

電
話
で
商
工
物
産
課
に
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

　

11
月
９
日（
土
）か
ら
15
日（
金
）ま
で
、
秋

季
全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
消

防
本
部
で
は
、
11
月
８
日（
金
）に
防
火
パ
レ
ー

ド
な
ど
火
災
予
防
の
広
報
を
実
施
し
ま
す
。

住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣

　

▼
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
に
や
め
る
。

　

▼
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離

　
　

れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

治
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
助
成
を
受
け
て
整
備

を
し
た
も
の
で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
お
よ
び
住
民
税

の
申
告
に
お
い
て
、
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
に
納
め
た
全
額
が
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

人
に
は
、
11
月
上
旬
に「
社
会
保
険
料（
国
民

年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」が
日
本
年
金
機

構
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
10
月
１
日
以

降
に
今
年
初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
人
に
つ
い
て
は
、
来
年
２
月
上
旬
に
同
様
の

証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定

申
告
な
ど
で
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た

め
に
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

・
佐
世
保
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
９
５
６‐

34‐

１
１
４
８

　

市
で
は
、「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う　

あ
な
た

も
私
も
輝
く　

ひ
ら
ど
」を
テ
ー
マ
に
男
女
共

同
参
画
社
会
を
推
進
し
て
お
り
、
男
女
共
同
参

画
を
よ
り
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め「
平
戸
市

男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会
」の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

○
活
動
内
容　

市
の
男
女
共
同
参
画
推
進
に
関

　

す
る
こ
と
。（
年
間
３
〜
５
回
の
会
議
）

○
任　

期　

平
成
26
年
２
月
１
日（
土
）〜
平

　

成
28
年
１
月
31
日（
日
）

○
委
員
謝
礼　

５
，
０
０
０
円（
会
議
出
席
時
・

　

日
額
）

○
対
象
者　

本
市
に
住
所
を
有
す
る
満
20
歳
以

　

上
の
人

○
募
集
人
数　

若
干
名

○
募
集
締
め
切
り
日　

12
月
20
日（
金
）

○
申
込
方
法　

電
話
で
企
画
課
に
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

　

入
居
を
希
望
す
る
人
は
、
申
込
書
に
添
付
書

類
を
添
え
て
、
都
市
計
画
課
ま
た
は
各
支
所
産

業
建
設
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
募
集
戸
数

　

①
平
戸
地
区　

５
戸

　

②
田
平
地
区　

４
戸

　

③
生
月
地
区　

８
戸

　

※

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　

11
月
11
日（
月
）

　

※

郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。（
必
着
）

○
申
込
資
格　

原
則
と
し
て
、
次
の
す
べ
て
の

　

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

①
収
入
が
公
営
住
宅
法
施
行
令
に
定
め
ら
れ

　
　

た
基
準
内
で
あ
る
こ
と

　

②
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

　

③
地
方
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

　

④
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と（
同
居
人
含
む
）

　

⑤
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
同
居

　
　

ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

　
　

こ
と
。

　

※
単
身
で
入
居
す
る
人
は
、
２
ｋ
以
下
の
住

　
　

宅
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。（
高
齢
者
、

　
　

障
害
者
な
ど
を
除
く
）

○
添
付
書
類

　

①
世
帯
全
員
の
源
泉
徴
収
票
ま
た
は
所
得
証

　
　

明
書（
平
成
23
・
24
年
分
）

　

②
納
税
証
明
書

　

③
住
民
票
謄
本

○
選
考
方
法　

募
集
戸
数
を
超
え
た
住
宅
に
つ

　

い
て
は
、
抽
選
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

　
　

な
お
、
抽
選
会
は
、
12
月
１
日（
日
）に

　

開
催
予
定
で
す
。

　

※

抽
選
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
該
当
者
に

　
　

後
日
通
知
し
ま
す
。

【
注
意
】入
居
決
定
後
に
入
居
を
辞
退
す
る
こ
と

　

が
な
い
よ
う
、
事
前
に
十
分
検
討
し
た
う
え

　

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　　

各
種
市
民
活
動
支
援
事
業
の
採
択
団
体
を
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。
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　相撲部屋のちゃんこ鍋は、あごでだしをとることはほ
とんどありません。なぜなら「あっさり」と感じるから
です。いかにあごの風味を損なわず、具材に合うだしを
完成させるかが鍋を作る上で一つのポイントになりま
す。あごの旨みがよく出たスープは、新鮮な魚のすり身、
スボかまぼこ、平戸菌床しいたけなどの、平戸の海・山
の幸本来の旨みを際立たせ、深みのある味わいを作り出
します。それが、「平戸あごだしちゃんこ鍋」です。

ちゃんここぼれ話

東京国体相撲競技会で長崎県チームが日本一に！
　９月29日から10月1日までの3日間、東京都立大島高校体育
館特設相撲場で「東京国体相撲競技会」が開催され、成年男子団体
戦で長崎県チーム（松永六十四選手、野口清之選手、高橋修選手）
が見事優勝を飾りました。長崎県チームは、８月に行われた国体
リハーサル大会に続き連続で優勝。試合中に負傷した選手もいま
したが、各選手がそれぞれ活躍し、激戦を制しました。また、個
人戦では松永六十四選手が第４位に入賞しました。

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
ひ
ら
ど
10
月
号
27
ペ
ー
ジ「
ち
ゃ
ん
こ

こ
ぼ
れ
話
」の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　

誤　

鳴
門
部
屋

　

正　

鳴
戸
部
屋

　

こ
こ
に
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。



平戸市からのお知らせ平戸市からのお知らせ
　

農
林
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　　
　
　
　
　
　
　

問
農
林
課
鳥
獣
被
害
対
策
班

　　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
６
７

　　
　
　
　

問
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
サ
ー
ビ
ス
班

　　
　
　
　
　

☎
57

-

０
９
７
７

小
児
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の

ワ
ク
チ
ン
が
変
わ
り
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　

問
都
市
計
画
課
都
市
計
画
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
２
９
２

「
平
成
25
年
度
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験
」を
実
施
し
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
福
祉
課
障
害
福
祉
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
６
８

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉

手
当
を
ご
存
じ
で
す
か

　　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
総
務
課
行
政
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
３
１
４

平
成
25
年
度
長
崎
県
原
子
力
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
ま
す

　　
　
　
　
　
　
　
　

問
福
祉
課
子
育
て
支
援
班

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
７
２

若
者
支
援
講
演
会
＆
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　
　
　
　
　
　

問
長
寿
保
険
課
高
齢
者
支
援
班

　
　
　
　
　
　
　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　

☎
内
線
２
５
８
４

第
12
回
介
護
関
係
者
研
修
会
を

開
催
し
ま
す

平戸市長選　無投票　当選　黒田 成彦

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

34
41
64
57
66
65
54
51
68
65
63
60
52
68
56
62
63
68
61
65
62
59
66
75
59

当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
当
次

現
新
現
現
現
現
現
新
現
現
現
現
現
現
現
現
現
現
現
現
新
現
現
元
新

1,452
1,411
1,258.309
1,107
1,099
1,098
1,016
1,014
   973
   887
   873
   869
   857
   856
   821
   816.690
   814
   798
   749
   736
   688
   676
   667
   550
   494

大久保堅太
神田　全記
山内　清二
田島　輝美
綾香　良一
𠮷住威三美
山田　能新
松尾　実
松瀨　清
松山　定夫
辻　賢治
竹山　俊郎
近藤　芳人
住江　髙夫
山﨑　一洋
山内　政夫
川上　茂次
平石　博德
山本　芳久
松﨑　義昭
永田　米吉
浦　荘藏
川渕　洋海
宮本　利男
松本　和之

新旧順位 当選 得票数 氏　　名 年齢

市
議
会
議
員
一
般
選
挙
開
票
結
果

平
戸
市
長
選
挙
・
平
戸
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て

問
選
挙
管
理
委
員
会　

☎
内
線
２
３
７
１

　

細
菌
性
髄
膜
炎
の
主
な
原
因
の
一
つ
と
さ
れ

る「
肺
炎
球
菌
感
染
症
」の
定
期
予
防
接
種
に

使
用
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
が
、
11
月
１
日（
金
）

か
ら
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

７
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
か
ら「
13
価
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
」に
変
わ
り
ま
す
。

　

従
来
の
ワ
ク
チ
ン
に
新
た
に
６
種
類
が
追
加

さ
れ
、
13
種
類
の
肺
炎
球
菌
を
予
防
す
る
成
分

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
よ

り
も
多
く
の
肺
炎
球
菌
の
種
類
に
対
し
て
予
防

狩
猟
解
禁
期
間
に
つ
い
て

　

11
月
15
日（
金
）か
ら
平
成
26
年
２
月
15
日

（
土
）ま
で（
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
に
限
っ
て
は
３

月
15
日（
土
）ま
で
）狩
猟
が
解
禁
と
な
り
ま
す
。

法
令
で
定
め
ら
れ
た
鳥
獣
保
護
区
な
ど
の
規
制

区
域
、
人
家
の
あ
る
場
所
、
公
道
、
公
園
な
ど

を
除
く
山
野
、
海
岸
な
ど
で
狩
猟
が
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
狩
猟
期
間
中
は
次
の
点
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

①
山
歩
き
な
ど
に
出
か
け
る
と
き
は
、
行
程
が

　

狩
猟
の
行
わ
れ
る
場
所
で
あ
る
か
ど
う
か
な

　

ど
、
事
前
に
安
全
確
認
を
行
う
。

②
山
野
の
歩
行
、
山
林
・
田
畑
で
作
業
を
す
る

　

場
合
は
、
な
る
べ
く
目
立
つ
服
装
を
す
る
よ

　

う
心
が
け
、
ラ
ジ
オ
を
流
す
な
ど
し
て
自
分

　

の
存
在
を
周
囲
に
知
ら
せ
る
よ
う
心
が
け
る
。

③
単
独
行
動
は
避
け
、
登
山
歩
道
か
ら
外
れ
た

　

り
、
や
ぶ
の
中
に
入
っ
た
り
し
な
い
。

「
イ
ノ
シ
シ
大
学
」を
開
催
し
ま
す

○
と　

き　

11
月
17
日（
日
）午
後
１
時
〜

○
と
こ
ろ　

た
び
ら
活
性
化
施
設

○
内　

容　

講
演
、
事
例
発
表
、
箱
わ
な
実
演
、

　

パ
ネ
ル
紹
介
・
し
し
鍋
試
食
な
ど

○
参
加
料　

無
料

効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

途
中
ま
で
従
来
の
７
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
て
い
る
子
ど
も
に
つ
い
て

　

新
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
間
隔
は
従
来
の
ワ
ク
チ

ン
と
同
じ
で
す
。
残
り
の
接
種
回
数
は
接
種
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
ど
お
り
に
、
新
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
て
い
な
い

子
ど
も
に
つ
い
て

　

定
期
接
種
の
対
象
者
は
、
細
菌
性
髄
膜
炎
に

か
か
り
や
す
い
、
生
後
２
カ
月
か
ら
５
歳
未
満

の
子
ど
も
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

○
と　

き　

平
成
26
年
１
月
19
日（
日
）午
後

　

１
時
〜
午
後
４
時

○
と
こ
ろ　

桜
馬
場
中
学
校（
長
崎
市
桜
馬
場

　

２
丁
目
２
番
１
号
）

○
受
験
資
格　

学
歴
に
応
じ
て
下
水
道
工
事
な

　

ど
の
実
務
経
験
が
必
要
で
す
。

○
試
験
内
容　

下
水
道
の
一
般
的
分
野
お
よ
び

　

技
術
的
分
野

○
受
験
料　

８
，
０
０
０
円

○
受
付
期
間　

11
月
15
日（
金
）〜
29
日（
金
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

※

土
・
日
曜
日
を
除
く

○
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

・
公
益
財
団
法
人
長
崎
県
建
設
技
術
研
究
セ

　
　

ン
タ
ー（
℡
０
９
５
７-

54-

９
６
３
０
）

　

※

申
込
書
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　
　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

次
に
該
当
す
る
人
に
は
、
認
定
さ
れ
る
と
年

４
回
特
別
障
害
者
手
当
ま
た
は
障
害
児
福
祉
手

当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
申
請
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
手
続
き
方
法
な
ど
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
特
別
障
害
者
手
当

　
　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
が
あ
り
、
著
し

　

く
重
度
の
障
害
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生

　

活
に
お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す

　

る
在
宅
の
20
歳
以
上
の
人

▼
支
給
額（
月
額
）　

２
６
，
０
８
０
円

○
障
害
児
福
祉
手
当

　
　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障
害
が
あ
り
、
重
度

　

の
障
害
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お

　

い
て
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
20
歳

　

未
満
の
人

▼
支
給
額（
月
額
）　

１
４
，
１
８
０
円

　
※

支
給
制
限
が
あ
る
の
で
、
事
前
に
お
問
い

　
　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

11
月
30
日（
土
）午
前
８
時
〜
午

　

後
２
時

○
と
こ
ろ　

市
内
各
所

○
内　

容　

東
日
本
大
震
災
で
の
福
島
第
一
原

　

子
力
発
電
所
の
事
故
を
踏
ま
え
、
原
子
力
災

　

害
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま

　

す
。
こ
の
訓
練
に
は
、
玄
海
原
子
力
発
電
所

　

か
ら
30
㎞
圏
内
の
各
地
区
代
表
者
が
参
加
し

　

ま
す
の
で
、
そ
れ
以
外
の
人
は
、
訓
練
の
た

　

め
の
特
別
な
行
動
を
と
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

　

ん
。

　
　

本
市
に
お
い
て
も
、
訓
練
に
伴
い
、
航
空

　

機
や
緊
急
車
両
な
ど
が
使
用
さ
れ
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
30
日（
土
）午
後
１
時
30
分

　

〜
午
後
４
時
30
分

○
と
こ
ろ　

た
び
ら
活
性
化
施
設

○
内　

容（
予
定
）　
「
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
、

　

認
知
症
の
人
と
共
に
生
き
る
」講
師　

大
牟

　

田
市
白
川
病
院
連
携
室　

猿
渡　

進
平
氏
・

　
「
認
知
症
家
族
の
思
い
」講
師　

認
知
症
の
人

　

と
家
族
の
会　

松
尾　

文
子
氏

○
入
場
料　

無
料

　

県
で
は
、
不
登
校
、
引
き
こ
も
り
、
ニ
ー
ト

な
ど
の
若
者
を
支
援
す
る
長
崎
県
子
ど
も
・
若

者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー「
ゆ
め
お
す
」を
開
設

し
て
い
ま
す
。
次
の
と
お
り
巡
回
講
演
会
お
よ

び
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

12
月
７
日（
土
）午
後
１
時
〜
講

　

演
会
、
午
後
３
時
10
分
〜
個
別
相
談
会

○
と
こ
ろ　

田
平
町
民
セ
ン
タ
ー
研
修
室

○
参
加
費　

無
料

　

※
個
別
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す

○
個
別
相
談
申
し
込
み
先　

長
崎
県
子
ど
も
・

　

若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー「
ゆ
め
お
す
」

　

℡
０
９
５-
８
２
４-

６
３
２
５
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必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

長
崎
労
働
局
賃
金
室

☎
０
９
５-

８
０
１-

０
０
３
３

問

■やらんば！平戸応援寄附金

■ひらどふれあい福祉基金

○大阪府東大阪市　内藤　克美　  20,000円　　　○森岡　美穂
○大阪府大阪市　　浦田　優一   300,000円　　　○小林　昭夫
○宮城県仙台市　　岡部　慎一　  50,000円　　　○松下　桂介
○群馬県前橋市　　井田　弘　　  20,000円　　　○吉田　秀
○大阪府大阪市　　田淵　豊美　  50,000円　　　○枩村　秀樹
○大阪府大阪市　　田淵　正信   100,000円
○東京都千代田区　匿名希望
○大阪府豊中市　　川久保都正
○大阪府高槻市　　山川　義治
○匿名希望　31人　
　平成25年10月24日現在
　93件　3,747,000円

（敬称略）

ご協力ありがとうございました。

広報ひらど 平成25年11月号 34Hirado City Public Relations,2013.1135

　

長
崎
県
最
低
賃
金
が「
１
時
間
６
６
４
円
」に

改
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
低
賃
金
法
に
基
づ
き
、

国
は
賃
金
の
最
低
額
を
定
め
、
使
用
者
は
そ
の

最
低
額
以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
使
用
者
も
労
働
者
も
必
ず
最
低
賃
金

を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

　

労
働
者（
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）を
１
人
で
も

雇
用
す
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険（
労
災
保
険
・

雇
用
保
険
）へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
長
崎
労
働
局
で
は
、
11
月
を「
労
働
保

険
適
用
促
進
強
化
月
間
」と
定
め
、
労
働
保
険

の
適
用
促
進
を
集
中
的
に
行
い
ま
す
。
ま
だ
加

入
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
事
業
主
は
、
早
急

な
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
信
仰
の
島
生
月
・
海
の
聖
地
と
集
落
を
巡

る
」と
題
し
て
、
世
界
遺
産
の
候
補
地
と
な
っ

て
い
る
キ
リ
シ
タ
ン
の
聖
地「
中
江
ノ
島
」を
漁

船
ク
ル
ー
ズ
で
巡
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
と
禁
教
の

歴
史
に
彩
ら
れ
た
舘
浦
集
落
を
散
策
し
た
後
、

博
物
館
・
島
の
館
で
か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
祈

り「
オ
ラ
シ
ョ
」を
鑑
賞
す
る
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
す
。

　

※

中
江
ノ
島
に
上
陸
は
し
ま
せ
ん
。

　

※

荒
天
時
は
、
１
時
間
遅
れ
で
集
合
。
集
落

　
　

散
策
、
昼
食
、
オ
ラ
シ
ョ
、
島
の
館
見
学
。

○
と　

き　

11
月
24
日（
日
）午
前
10
時
〜
午

　

後
３
時（
荒
天
時
は
11
時
開
始
）

○
集
合
場
所　

舘
浦
漁
協
前

○
募
集
人
数　

20
人（
先
着
順
）

○
対
象
者　

小
学
生
以
上

○
参
加
料　

３
，
５
０
０
円（
昼
食
代
含
む
）

　

※

荒
天
時
、
２
，
０
０
０
円（
昼
食
代
含
む
）

○
申
込
方
法　

生
月
町
博
物
館 

島
の
館
へ
直

　

接
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

℡
53-

３
０
０
０

○
申
込
開
始
日　

11
月
１
日（
金
）

税
を
考
え
る
週
間

　

11
月
11
日（
月
）か
ら
17
日（
日
）ま
で
は「
税

を
考
え
る
週
間
」で
す
。
国
や
地
方
公
共
団
体

で
は
、
国
民
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
行
政
活
動
を
行
な
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動

の
た
め
に
必
要
な
経
費
を
賄
う
財
源
が「
税
金
」

で
す
。

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」の
期
間
中
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
本
年
の
テ
ー
マ「
税
の
役

割
と
税
務
署
の
仕
事
」に
関
す
る
情
報
を
提
供

す
る
と
と
も
に
、広
く
国
民
の
皆
さ
ん
か
ら「
国

税
庁
に
対
す
る
要
望
」な
ど
を
お
聴
き
す
る
た

め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
窓
口
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

に
開
設
し
ま
す
。

▼
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.nta.go.jp/

年
末
調
整
説
明
会
の
ご
案
内

○
と　

き　

11
月
15
日（
金
）午
後
１
時
30
分

　

〜
午
後
３
時
30
分

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

○
と　

き　

11
月
30
日（
土
）午
後
３
時
〜

　

午
後
４
時
30
分

○
と
こ
ろ　

佐
々
町
健
康
相
談
セ
ン
タ
ー（
北

　

松
浦
郡
佐
々
町
市
場
免
23-

１
）

　

※

参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
準
備
の
都
合
上
、

　
　

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

11
月
16
日（
土
）午
前
10
時
〜
午

　

後
２
時
、
17
日（
日
）午
前
10
時
〜
午
後
１

　

時
30
分

○
と
こ
ろ　

北
松
農
業
高
等
学
校

○
内　

容　

生
徒
の
研
究
発
表
展
、
生
徒
が
生

　

産
し
た
農
作
物
や
加
工
品
な
ど
の
販
売
、
食

　

物
バ
ザ
ー
、Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
餅
つ
き
な
ど

　

※

P
T
A
に
よ
る
餅
つ
き
は
、
17
日（
日
）

　
　

の
み
実
施

【
平
戸
地
区
】

村
山　

莉
佳
子 

謙
治 

水
垂

松
永　

あ
か
り 

真
悟 

中
山

谷
原　

伊
織 

匠 

戸
石
川

末
永　

洋
貴 

貴
昭 

新
町

川
内　

菜
 々

憲
吾 

下
大
垣

　

田　

菜
々
子 

幸
司 

宮
の
町

俵
屋　

蓮
太
郎 

博
明 

幸
の
浦

本
山　

明 

淳 

山
中

嵜
本　

れ
ん
か 

要
一
郎 

神
上

田
中　

佑
磨 

裕
二 

船
越

鋒
屋　

生
楽 

喜
徳 

幸
の
浦

浦
邉　

蒼
也 

邦
英 

上
大
垣

泉　

花
舞
里 

繁
文 

川
内
在

【
生
月
地
区
】

明
賀　

虹
空 

洋
貴 

浦
南

大
浦　

紅
葉 

雅
治 

舘
浦
屋
敷

【
田
平
地
区
】

橋
口　

杏
那 

剛
興 

平
戸
口

伏
見
屋　

心
陽 

幸
平 

大
久
保

石
田　

朋
幹 

仁 

永
田

石
田　

翔
真 

億
人 

米
の
内

【
平
戸
地
区
】

丸
屋　

敏
枝 

102
歳 
9
／
15 

崎
方
町

堀
山　

春
枝 

84
歳 
9
／
17 

猪
渡
谷

松
本　

敏
夫 

84
歳 
9
／
20 

肥

松
本　

ハ
ツ
ノ 

95
歳 
9
／
20 

大
川
原

永
田　

チ
ヱ
子 

86
歳 
9
／
23 

木
引

竹
山　

秋
子 

90
歳 
9
／
25 

志
々
伎
岡

塚
本　

喬
子 

84
歳 
9
／
25 

深
川

前
頭　

正
一 

89
歳 
9
／
26 

獅
子
第
1

小
楠　

四
郎 

77
歳 
9
／
26 

野
子

青
山　

福
太
郎 

100
歳 
9
／
28 

肥

上
尾　

ア
イ
子 

76
歳 
10
／
3 

曲
り

高
尾　

勝
利 

89
歳 
10
／
6 

稗
田

谷
田　

靜
子 

83
歳 
10
／
7 

後
平

山
本　

幸
世 

63
歳 
10
／
9 

神
上

吉
村　

仁
義 

79
歳 
10
／
10 

中
山

下
口　

カ
メ
子 

81
歳 
10
／
11 

明
の
川
内

小
楠　

勇 

87
歳 
10
／
13 

野
子

本
山　

十
三
子 

88
歳 
10
／
14 

坊
方

佐
野
屋　

久
世 

90
歳 
10
／
15 

崎
方
町

【
生
月
地
区
】

久
保　

源
治 

87
歳 
9
／
18 

舘
浦
浜

里　
　

義
光 

76
歳 
9
／
23 

壱
部

平
田　

チ
ヨ
ノ 

91
歳 
9
／
24 

元
触

住
江　

シ
ゲ 

85
歳 
9
／
24 

浦
南

大
川　

定
作 

94
歳 
9
／
26 

浦
北

井
元　

雅
樹 

72
歳 
10
／
1 

浦
南

西　
　

信
久 

65
歳 
10
／
4 

舘
浦
屋
敷

吉
永　

勝 

87
歳 
10
／
4 

壱
部

石
橋　

シ
ズ 

96
歳 
10
／
10 

堺
目

永
澤　

末
七 

71
歳 
10
／
10 

山
田

【
田
平
地
区
】

増
山　

忠
男 

81
歳 
9
／
17 

永
田

淺
田　

キ
ク
ノ 

78
歳 
10
／
4 

大
久
保

松
永　

エ
ツ
子 

76
歳 
10
／
10 

米
の
内

井
手　

桃
重 

83
歳 
10
／
12 

福
崎

【
大
島
地
区
】

平
松　

ミ
エ
子 

91
歳 
10
／
3 

前
平

　
　
　
　
　
　
（
９
／
16
〜
10
／
15
受
付
分
）

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

長
崎
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

☎
０
９
５-

８
０
１-

０
０
２
５

問

平
戸
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
戸
税
務
署

☎
23-

２
１
３
１

問

海
と
集
落
を
巡
る
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

生
月
町
玄
関
口
活
性
化
協
議
会（
舘
浦
漁
協
内
）

☎
53-

１
５
１
５

問

高
次
脳
機
能
障
害
者
家
族
の

集
い
を
開
催
し
ま
す

県
北
保
健
所
保
健
福
祉
班

☎
57-

３
９
３
３

問

北
松
農
業
高
等
学
校

「
農
業
文
化
祭
」を
開
催
し
ま
す

北
松
農
業
高
等
学
校

☎
57-

０
５
１
１

問

○木引田町　石井　喜代美

む
ら
や
ま 

り　

か　

こ 

け
ん　
じ

ま
つ
な
が 

 

し
ん　
ご

た
に
は
ら 

　
い　
お
り 

し
ょ
う

す
え
な
が 

ひ
ろ　
き 

た
か
あ
き

か
わ
う
ち 

　
な　

な 

け
ん　
ご

に
し　
だ 

　
な　

な　

こ 

こ
う　
じ

た
わ
ら
や 

れ
ん　
た　
ろ
う 

ひ
ろ
あ
き

も
と
や
ま 

あ
き
ら 

あ
つ
し

さ
き
も
と 

 

よ
う
い
ち
ろ
う

　
た　
な
か 

ゆ
う　
ま 

ゆ
う　
じ

ほ
こ　
や 

　
さ　

ら 

よ
し
の
り

う
ら　
べ 

そ
う　
や 

く
に
ひ
で

い
ず
み 

き　

ら　

り 

し
げ
ふ
み

み
ょ
う
が 

　
に　

こ 

ひ
ろ　
き

お
お
う
ら 

く
れ　
は 

ま
さ
は
る

は
し
ぐ
ち 

も
も　
な 

ま
さ
お
き

ふ
し　
み　

や 

こ　
は
る 

こ
う
へ
い

い
し　
だ 

と
も　
き 

ひ
と
し

い
し　
だ 

し
ょ
う
ま 

お
く　
と

ま
る　
や 

と
し　
え

ほ
り
や
ま 

は
る　
え

ま
つ
も
と 

と
し　
お

ま
つ
も
と

な
が　
た

た
け
や
ま 

あ
き　
こ

つ
か
も
と 

た
か　
こ

ま
え
が
し
ら 

し
ょ
う
い
ち　

　
お　
ぐ
す 

　
し　
ろ
う

あ
お
や
ま 

ふ
く
た
ろ
う

う
え　
お

た
か　
お 

か
つ
と
し

た
に　
だ 

し
ず　
こ

や
ま
も
と 

ゆ
き　
よ

よ
し
む
ら 

ひ
と
よ
し

し
も
ぐ
ち

　
お　
ぐ
す 

い
さ
む

も
と
や
ま 

と　

み　

こ

　
さ　

の　

や 

ひ
さ　
よ

　
く　

ぼ 

げ
ん　
じ

さ
と 

よ
し
み
つ

ひ
ら　
た

す
み　
え

お
お
か
わ 

さ
だ
さ
く　
　
　
　

い
の
も
と 

ま
さ　
き

に
し 

の
ぶ
ひ
さ

よ
し
な
が　

    

ま
さ
る

い
し
ば
し

な
が
さ
わ 

す
え
し
ち

ま
す
や
ま 

た
だ　
お

あ
さ　
だ

ま
つ
な
が

　
い　

で 

も
も　
え

ひ
ら
ま
つ


